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　１年間、否、慌ただしかったエレクト時代を併せ
ると２年間、皆様方には大変お世話になりありがと
うございました。
　エレクト年度にはガバナー補佐としても、多くを勉
強させて頂きました。

　ガバナーとしての年度が始まると、平日は各クラブ
への公式訪問、週末は各委員会セミナー等への出
席と多用な毎日ではありました。しかし、多くの会
員の皆様から奉仕活動や地域でのご活躍について
お話を伺う事ができ、ロータリーの勉強と共に或い
はそれ以上に、一般社会人としても多くを学ばせて
頂き大変ありがたく感じております。
　一方で、各クラブの周年事業やクラブイベント等
へのお誘いも頂き、色々な方 と々の交流や各地域で
のスポーツ・文化事業等への参加など、有意義な時
間も頂きました。

　地区大会では、多くの会員さんにご出席頂いた式
典、一般の方々にもご参加頂いた講演会でのエジプ
ト考古学者吉村作治先生のお話、「あなた達のピラ
ミッドを見つけて、夢を実現しよう」にご好評を頂き
ました。
　吉村先生のお話は、ご自分の学生時代からの夢
とその実現をするための計画、その実現に向かって
のエピソードを織り交ぜて、「自分の人生計画に大
きな目標を設定し、その目標に向かって努力をすべ

自ら動いて良い風を起こそう

■第2570地区2012-2013年度
　ガバナーメッセージ

	 鈴木　秀憲
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し。色々な隘路があっても、諦める事無くひたすら
努力すべし」という内容でした。
　昨今は、とかく「小型・便利・簡略・安易」な事が
喜ばれ、「大型・複雑・難解・真理」が敬遠される傾
向が強いと私は感じています。安易な目標は誰にも
手が届くものです。しかし「ただそれだけ」でしかな
いと思います。隘路に立ち向かい解明を続け、その
結果得られる成果は誰にでも手が届くものではない
だけに大変価値あるものです。
　厳しいかも知れませんが、諦めたらそれで終わり
です。「あ～、もう駄目だ」等という言葉は、努力が
足りない時に起きる言葉だと感じます。
　行く先に、大きな計画が実現した時のイメージを
持ち続け、そのイメージに向かって努力する事が大
切であると考えます。
　吉村先生のお話から発展し、話が横へ逸れてしま
いました。元へ戻します。

　この１年間、ガバナー月信に認
したた

めた拙文について
皆様からお声掛けを頂きました。毎月お目通し頂い
た事にも深く感謝申し上げます。
　ガバナー月信はクラブ会長・幹事へ向けての発信
ですが、私は、地区内ロータリアン全員へも発信し
たく、また、ロータリアンへのみならず、世間一般
の方々へ向けての発信（クラブによっては公民館等へ
お届けし、一般の方々にお目通し頂いています。…
公共イメージアップに繋がると考えています）である
と考え、毎月拙文を掲載させて頂きました。
　ロータリーの奉仕は、世間の方々を巻き込んで
の奉 仕になれば更に良いと考えるからです。そし
てロータリアンはロータリーという特定集団の会員
である前に、世間一般社会の一員であるからです。

「ロータリアンであるから」と同時に、否、それ以前
に「一般社会人であるから」なのです。従って「広い
視野」で書かせて頂きました。

　13号で訴えたい事は、ロータリーと言えども世間
一般の一員であるという事です。
　規定は規定で大切ですが、日頃この事に縛られ、
この事に汲 と々するのは如何かと考えます。規定は
紛糾した場合にのみ使用したいものです。

　13年１月号で申し述べましたが「ルールの前にマ
ナーがあり、マナーはモラルから生まれる」という事
です。つまり、何が大切かという事は「先ずは我々
の心がけ（モラル）、他人を思い、他人を慈しむ事か
ら始まる、つまり利他である」という事です。

　この１年間、「いい風ふくよ‼」の言葉を地区テーマ
として掲げてまいりました。
　申し上げたい事は、「どんな良い事でも唱えてい
るだけでは実現出来ず、自ら活動する事が大切であ
る」という事です。その象徴としてテーマバッジを作
りました。ロータリーが動く事で良い風が吹く事を表
しています。
　真実に向かって・信ずる処に向かって、活動しま
しょう。
　活動した結果は必ず成果となって表れます。良い
風（新風）が必ずや吹くでしょう。
　私がガバナーとして務めさせて頂いた１年間は終
了しましたが、この「自ら動いて良い風を起こそう」
の考えは、これからも念頭に入れて頂ければ幸い
です。

　年度末には、ユーラシア大陸最西の地リスボンで
開催された国際大会へ、当地区から多くの方々に多
大なるご負担を戴き、遠路遥々ご参加頂きました。
お疲れになった事と存じます。心から感謝申し上げ
ます。

　最後になりましたが、当地区が参加し支援してい
る「ロータリー希望の風奨学金」へのご協力を各ク
ラブの公式訪問の折や地区セミナー等でお願いして
まいりました。これに呼応して浄財をご寄付下さっ
た会員やクラブへ深く感謝申し上げます。
　しかし、当初の希望金額へは達しませんでした。
本年度、各部門に更なる経費節約をお願いし、諸
支出を抑えて捻出出来た金額を拠出させて頂きまし
た。ご理解頂きますようお願い致します。

　改めまして、皆様方に大変お世話になりました事
に、重ねて厚く御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
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■リスボン国際大会

　６月21日（金）、 成田国際空港から11時55分エールフ

ランス航空　275便でリスボンに向け出発。12時間20

分後、現地時間の17時15分に経由地のパリ着。シャル

ル・ド・ゴール国際空港に３時間滞在。パリ20時15分発

の便でリスボンへ。21時45分に空港着、この日は専用

バスでリスボン市内のホテルへ直行。

　22日（土）、朝９時から専用バスで終日ポルトガル観

光。午前中は「ベレンの塔」、「世界遺産ジェロニモス

修道院」、「発見のモニュメント」等を見学。午後は、

この世のエデンと言われた「世界遺産シントラ王宮」

観光、ユーラシア大陸最西端、高さ140ｍの断崖、強

風の「ロカ岬」を見学後リスボンに戻り夕食、ポルト

ガルの民族歌謡「ファド」を聴きながらの豪華ディナー

でした。この日、明日の国際大会、本会議当日用の

「On To LISBON Special委員会」を結成しました。

　23日（ 日 ）、 第104回 国 際ロータリーリスボン国 際

大会、本会議当日になりました。「Special委員会」の

４名は一足先にリスボンの地下鉄で、国際大会の会

場、リスボン国際見本市会場「Feira International de 

Lisboa（通称FIL）」と、本会議を行う隣接する「アト

ランティック・パビリオン」に到着。昨年の国際大会

の会場も大きくて驚いたが、今年の会場は遥かにBIG

だ。チェックを受け会場内へ、かなり前方に席がとれ、

着席してスタンバイ。

　開会、田中作次RI会長のスピーチが始まる。もちろ

ん英語だ。同時通訳のラジオのイヤホンを耳に付け日

本語で聞いている。でも、穏やかで、決しておごるこ

とのない、誰に対しても平等にお付き合いの出来るで

あろう、田中会長のお人柄はよくわかった様な気が致

しました。この方は本当の苦労人なんだろうなと思い

ましたし、こういう方でなければRI会長にはなれない

んだとつくづく感じました。

　続いて余興「イル･ディーヴォとリスボン･メトロポ

リタン･オーケストラの素敵な演奏に酔いしれている

うちに本会議終了、閉会。

　その後は各自で昼食をとり「友愛の家」等を見学し

ホテルに戻りました。

 2013年リスボン国際大会に参加して　
行田さくら RC 会長　島﨑　義春
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　 この日 はホテルでの「ガバナーズナイト 」、 馬 橋 亟

男 On To LISBON委員長、新井啓介副委員長以下

「Special委員会」の４名、JTB添乗員の古田さんの計６

名で頑張りました。特に、木藤社会奉仕部門委員長の

フットワークの良いのには頭が下がりました。この季

節のポルトガルは、夜８時半でもまだ明るく、『どこ

がナイトだ？』という感じです。

　24日（月）、パリへの移動日、11時55発のエールフラ

ンス航空便で出発、午後３時22分シャルル・ド・ゴー

ル国際空港に到着。専用バスでパリのど真ん中のホテ

ル ｢コンコルド・オペラ・パリ｣へチェックイン。その

名の通りパリのオペラ座は目と鼻の先です。

　 夕 刻「セーヌ河ディナークルーズ 」へ、 パリのシン

ボル、エッフェル塔が近づいてくる。発着場はその

エッフェル塔 の真 下。

時間は、午後８時半か

ら11時まで、出航の頃

からやっと暗くなって

くる。パリ随一の美し

さを誇るアレクサンド

ルⅢ世橋をはじめ数々

の橋 をくぐり、 ライ

トアップさ れ たオル

セー、ルーブルの両美

術館、パリの歴史が始

まったシテ島に建つ世界遺産ノートルダム大聖堂、マ

リー・ アントワネットが収 監 されたコンシェルジュ

リー、セーヌ河湖畔の自由の女神、最後はライトアッ

プされたパリの貴婦人エッフェル塔、素晴らしい景観

に美味しいフランス料理、ワインがどんどん進む。

　25日（火）、朝食後、この日はパリ観光、メインはベ

ルサイユ宮殿とモンマルトルの丘でしたが、車窓から

『花の都パリ』の名所を多々見学しました。夕食は新井

啓介さんの粋な計らいで、ヨーロッパ料理に飽きた一

行の事を考え、何とフランスで中華料理店へ。食事

後、シャルル・ド・ゴール国際空港に向かう。

　現地時間で夜の11時25分パリ発のエールフランス航

空278便で成田国際空港まで11時間35分、機内ではこ

れまでの疲れと安堵で、ぐっすり安眠。26日（水）、日

本時間18時、アッと言う間に成田空港到着。

　天気は６日通して、おだやかで過ごしやすい「ヨー

ロッパ晴れ」で、最後まで天候には恵まれ、大変楽し

く充実した６日間を過ごすことができました。

　同行させていただきました皆様、貴重な経験をさせ

て頂きましたすべての皆様に感謝申し上げ、2013年リ

スボン国際大会の報告とさせて頂きます。ありがとう

ございました。

↑パリ・ベルサイユ宮殿� リスボン郊外・発見のモニュメント↓
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■地区合同役員会開催

　鈴木年度最終の地区役員・クラブ会長合同会議が、

６月12日（水）14時から東松山紫雲閣会議室にて開催

されました。

　会議の冒頭に鈴木ガバナーから６月10日に逝去され

たパストガバナー鈴木勲二さんの経歴と功績が報告さ

れ、参加者全員で黙とうをささげました。

　会議においては鈴木ガバナーは、１年間地区の事業

に会員の皆様からご指導を頂いた事に、感謝を申し上

げました。特に公式訪問について、クラブがそれぞれ

の思いで行っている事業に対し、鈴木ガバナーは、労

いの言葉と敬意を表しました。

　地区大会については、１日目を熊谷市、２日目を鴻

巣市で、多くの皆さんに参加して頂きました。また記

念講演では、吉村作治先生をお招きして講演をして頂

きました。「大きな目標をかかげてその目標を成就す

るまで頑張って地域の活性化を進めている」私たちに

とっては貴重な講演でした。

　１年を振り返ってみますと、国際協議会で発表され

た田中作次RI会長の「奉仕を通じて平和を」の方針を

受け、地区は「奉仕の追求」をかかげて活動をすすめ

てきました。又、「いい風ふくよ」を合言葉にかかげて

「ロータリーが世間にいい風を吹かせたい、動かなけ

れば何も起きない。ロータリーが動く事によっていい

風を吹かせたい」と総括をしました。

　続いて西川研修委員長から「今年はいろいろの問題

があり波乱万丈の年度であったが、鈴木ガバナーの人

格があったから何とかまとめる事が出来ました。次々

坂本年度には元に戻してもらいたい」との発言があり、

「ロータリー希望の風奨学金」への取り組みについては、

西川研修委員長の強い決意が報告されました。続いて

ガバナー補佐・各部門委員長の報告がありました。

　第２部では国際ロータリー 2013年度規定審議会に

ついて加藤玄静パストガバナーから報告（報告書参

照）がありました。

 鈴木年度最後の総括
地区幹事　丸岡　章二
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■若きガバナー予定者、高柳育行さんを訪ねて

　国際ロータリー第2570地区ガバナーノミニーに指名

（designate）された本庄RCの高柳育
やすゆき

行さんをご紹介致

します。

　高柳さんは1953年9月生まれ、本庄市で高柳歯科医

院を営み、ご家族は夫人の茂代さん。

―ガバナー就任の年に62歳。久々の若いガバナーですね。

期待しています。

　いやー。6月12日の地区役員・会長・幹事反省会の頃

から、そのような雰囲気が醸し出され、周囲から、そ

うするしかない状態になりました。私はロータリーの

知識も不充分だし、人格も未熟です。素晴らしい人達

ばかりのパストガバナー達に一歩でも近づけるよう学

んでいくしかないです。

―プロフィールをお聞きします。本庄高校が近所ですが、

お生まれも本庄ですか?

　隣の神川に生まれまして、中学の時にここに移り、

目と鼻の先の本庄高校から、日本大学歯学部。この地

で歯科医院をやることになりました。私は引っ込み思

案で人と交わるのが苦手でして、ものつくりの方が

向いているかなとも思ったのですが、父の友人（歯科

医）の薦めもあって歯科医となりました。同窓の先輩

に勧められで本庄RCに入会して、多くの本庄の方々

と交わり、本庄のことも学ぶことができました。

―本庄RCでの活動経験の中でとりわけ印象深かったこと

は?

　加藤玄静会長の時、国際奉仕の委員長として、以前

ホームステイを受け入れた交換学生の出身地のフィリ

ピンの３クラブと友好クラブを結んだことですね。

―地区では会員増強委員長を勤められました。

　会員増強は新しい会員を受け入れることにより、ク

ラブを常にリフレシュさせることだと思います。仲良

しクラブもそれはそれで良いのですが、親子会員など

で少しずつ世代交代していくことも大事だと思います。

―ガバナーに就任するまで２年間の準備期間がありますね。

　私は、ロータリーは学びの世界だと思っています。

様々な役職を経験させてもらう中で多くのことを学べ

ます。皆様にガバナーとして認めてもらえるよう自分

を高めていきたいと思います。

―本庄市児玉郡歯科医師会会長も勤められるなど多忙の

中、ストレス解消法というか、趣味はなんですか？

　写真を撮りに出かけることです。機材に凝るという

よりは自分らしい写真を撮りたいと思っています。以

前は日の出を撮るために一箇所に週に何回も通ったり

もしたのですが､ 今は信州の高原などに出かけて季節

の花々を撮ってニュースレターなどに載せたりしてい

ます。

―お忙しい中、取材にご協力ありがとうございました。

※文中、敬称は略させていただきました。

� 写真：副幹事　矢澤　大和（行田さくら）

 ロータリーは学びの世界
副幹事　橋本　恭一（行田さくら）
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■志木柳瀬川創立２０周年記念式典

■狭山中央創立２０周年記念パーティー

　志木柳瀬川ロータリークラブは、1993年に

「志木ロータリークラブ」を親クラブとして設

立されました。そんな私たちのクラブの創立

20周年記念式典は、大村副会長の司会により

執り行われ、パストガバナーの西川様、ガバ

ナーノミニーの坂本様、ガバナー補佐の細田

様、志木市副市長石原様、市福祉作業所会長

谷合様、第２グループの会長・幹事の方々、志木ロー

タリーはじめ他のクラブの会員のみなさま、それに地

域のボランティア団体の方など多くの方の出席を頂き

ました。

　映像を含めた、坂間、片桐、兼島会員による、クラ

ブの「20年の歩み」とホームページの紹介も良かった。

記念寄付として「ロータリー希望の風」に、記念寄付

と大正琴の目録を「社会福祉協議会」へ、そしてクラ

　５月25日（土）川越プリンスホテルに於いて、鈴木

ガバナー、仲川狭山市長他ご来賓の方々を始め、会

員、ご家族、お孫さんを含め134名という大勢の皆

様にご参加を頂き、創立20周年記念

パーティーが盛大に開催されました。

　狭山中央ロータリークラブの創設

のコンセプトは、「楽しいクラブをつ

くろうよ ｣ でした。 そのコンセプト

通り、創立以来20年に亘り国際奉仕、

社会奉仕、親睦活動と行って参りま

した。これからも、会員一同心を一

つにして、また新たな気持ちで、社

会貢献の一翼を担えるよう活動して

参りたいと思います。

 20年の歩みのご紹介
志木柳瀬川 RC 幹事　醍醐　治江

 楽しいクラブをつくろうよ
創立 20 周年記念事業実行委員長　寳積  克彦

ブが日頃お世話になっている方々に「感謝状」を差し

上げることができたことは大変な喜びです。

　懇親会では、増田会員の司会により、来賓の坂本ノミ

ニーよりご挨拶をいただき、地域のメンバーによる「ゴ

スペル」の迫力ある歌声は、記念行事をさらに盛り上げ

て下さいました。会員の皆様のご協力と、多くの方のご

出席により盛大に開催することができました。誠にあり

がとうございました。心より感謝申し上げます。
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　2006－07年度地区ガバナーであった鈴

木勲二さんが、去る6月10日ご逝去されま

した。

　鈴木勲二パストガバナーは昭和６年３

月、神奈川県秦野市の農家の10人兄弟

の次男として誕生され、刻苦勉励の末、

秦野高校を経て昭和28年３月早稲田大

学を卒業、NHKへ入社されました。

　しかし、教育への情熱を捨てがたく、

翌年、埼玉県公立学校教員へ転身され、

以来、高校教育現場で多くの生徒・学生

を育てられ、昭和54年には県立南稜高

校の初代校長として高校教育の理想形を

追求し、以来多くの県立高等学校校長を

務め、特に埼玉県立浦和高等学校校長

を務められた事は周知のとおりでありま

す。現に我 ロ々ータリアンの中にも鈴木

勲二先生に直接ご指導頂いたメンバーが

多くおります。

　平成３年、埼玉県立浦和高等学校校

長退職を機に、地元名門鈴木家の事業

として株式会社鈴森を起こすと共に、地

元「 和光ロータリークラブ」へ入会され、

本格的に奉仕活動を開始されました。

　入会の翌年には、早くも国際ロータ

リー第2570地区の地区国際親善委員会

委員に就任され、以来、地区インターア

クト委員会委員、地区青少年交換委員

会委員等を歴任されました。そして、地

区役員を務めながら一方で、和光ロー

タリークラブ幹事や副会長も務められ、

2002－2003年度には地区の国際奉仕部

門委員長に就任され、その翌年はクラブ

会長に就任され、クラブ会長を卒業され

ると再び地区国際奉仕部門委員長に就任

され、2006－2007年度には地区ガバナー

に就任されました。

　以上の経歴からわかるように鈴木勲二パ

ストガバナーは、一貫して国際奉仕・青少

年育成の分野で活躍されました。この事

は、先生が教員時代に ｢教員等の海外派

遣団｣の副団長として１ヵ月に亘っての欧米

教育事業を見学した事、その結果｢教育に

おける国際感覚の必要性｣を感じた事と無

縁では無かったと思います。そして鈴木勲

二パストガバナーは、国際奉仕・青少年育

成の分野で数々の輝かしい実績を残されま

した。

　話は変わりますが、NHKの大河ドラマ

「八重の桜」に出て来る「什の掟」の言葉 

｢ならぬ事は、ならぬものです｣を聴くと、

私は鈴木勲二さんを思い出します。特に

「虚言を言う事はなりませぬ」、「卑怯な振

る舞いをしてはなりませぬ」等は、まさに

先生の日頃の信念・言動であるように思

えてなりません。そして、一見頑固では

ありますが、一旦理解し合うと、先生は

心底から協力者になって下さいました。

　このような鈴木勲二さんが、思いもよ

らず早く旅立たれた事は、ロータリーの

みならず、地域・広域に於いて、大きな

悲しみであるだけでは無く、大きな損失

であります。誠に残念な事であります。

　今、私達に出来る事は、先生の意を受

け継いでもっともっと奉仕活動に尽力す

る事だと思っています。特に青少年の育

成・国際交流に心血を注いだ先生の意を

受けて若い人たちに社会（社会奉仕）へ、

そして世界（国際奉仕）へ大きく羽ばたい

て貰う事だと考えます。

　鈴木勲二先生！　私達は先生の意を

受けて奉仕活動に尽力する事を誓いま

す。心安らかにお休み下さい。鈴木勲二

パストガバナーのご冥福を心よりお祈り申

し上げます。

 鈴木勲二さんを偲んで
2012 －13 年度ガバナー　鈴木　秀憲
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　第42期派遣生、本庄東高等

学校２年の鏡由紀乃です。メキ

シコの第4150地区に派 遣して

いただきました。１年前、不安

で出発した派遣先が、帰国し

た今は私の第二の故郷になり

ました。派遣先のメキシコで私

はたくさんの人と出会い、文化

の違いやメキシコ人の物の考え

方、スペイン語、色々なことを

学びました。メキシコ人は大雑

把ですが、とても陽気でその

陽気さにいつも助けられていま

した。住めば都、本当にそう

だと思います。この１年間はと

ても貴 重 なものとなりました。

皆さん、本当にありがとうござ

いました。

　私は留学するに当たり二つの事を心がけ

てきました。一つは出会い。もう一つは自

分を客観的に見つめ直すことです。最初は

心掛けたことが出来るか不安でしたが、生

活しているうちに、多くの人との関わりが出

来、自分を客観視することで自分がどうい

う人でどういう仕事をしたいか、そういった

ことを見つめ直すことが出来ました。私はこ

の１年、本当に多くの出会い、そして経験

が出来ました。

　こんなに素晴らしい体験ができたのは、

ロータリーの方々や、ROTEXの先輩方の

　私は、2012年の８月から2013年の７

月まで、秩父RCさんのスポンサーのも

とブラジル4420地 区に派 遣させて頂

いておりました。１年間、地球の裏側

で過ごすという経験は私を大きく成長

させてくれました。全てがカルチャー

■交換学生報告

 鏡　由紀乃
派遣先：メキシコ

スポンサークラブ：岡部 RC、深谷東 RC、深谷ノース RC

 江野　桃花
派遣先：ブラジル

スポンサークラブ：秩父 RC

 山口　直幸
派遣先：ブラジル・サウージ

スポンサークラブ：志木 RC

ご支援のおかげです。本当にありがとうご

ざいます。この経験を今後に生かしていき

たいです。
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ショックであり、大変なことも多かっ

たです。この体験を通して、私の視

野は大きく広がりました。

　世界や日本、自分の人生について

の考え方も変わりました。このよう

な素晴らしい体験をさせていただき

本当にありがとうございます。これ

からもこの経験を活かしていきたい

と思います。

　2012年度から2013年度まで、吹上、行田、

行田さくらロータリークラブさんスポンサーの

元、インドネシア第3410地区に派遣していた

だいていた、滝瀬晏子です。大妻嵐山高等学

校２年です。

　私は、インドネシアで、たくさんの経験をす

ることができました。ホストファミリーや、ホス

トクラブの方たちは私を自分の娘のように扱っ

てくださりました。今ではインドネシアが第二

の母国のようで、インドネシアに今にでも帰り

たいと思うくらいです。このような経験をさせ

ていただき本当にありがとうございました。

　ロータリーの青少年交換プログラムで台湾へ

と派遣されたのは、今から１年前でした。台湾

へ入国当時、慣れない食事・言葉・文化の壁に

苦しみました。慣れるのに２ヵ月間かかり、辛

かったです。この１年間は台湾の方 と々の触れ合

いはもちろん、他国からの留学生約50人とも食

事や文化を教えてもらい、こちらも日本文化を

教えたりし、たくさん触れ合う事ができました。

　私が日本の文化を教えるよりも、台湾の方々

から学んだことが多かったです。この１年間、上

手く言葉に表せない経験をさせて頂き、ありが

とうございました。

 滝瀬　晏子
派遣先：インドネシア

スポンサークラブ：吹上 RC、行田 RC、行田さくら RC

 柳井　美歌
派遣先：台湾

スポンサークラブ：本庄南 RC、本庄 RC
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ベネファクター

ポール・ハリス・フェロー

市川　清治様（寄居RC）

２０１３年４月２８日、ご逝去されま

した。謹んで哀悼の意を表し、心

からご冥福をお祈り申し上げます。
享年80歳
ロータリー歴
1972年入会（在籍19年）

鈴木　勲二様（和光RC）

２０１３年６月１０日、ご逝去されま

した。謹んで哀悼の意を表し、心

からご冥福をお祈り申し上げます。
享年82歳
ロータリー歴：
1991年４月入会（在籍21年）
役職等：2003年度和光クラブ
会長、2006年度地区ガバナー、
1992年～地区役員

間庭　崇様（熊谷東RC）

２０１３年５月３１日、ご逝去されま

した。謹んで哀悼の意を表し、心

からご冥福をお祈り申し上げます。
享年79歳
ロータリー歴
1977年12月入会（在籍35年）
役職等：第26代会長

渡邊　藤男（熊谷南RC）

井上　哲孝（熊谷南RC）

大澤　衞（朝霞キャロットRC）

田原　一郎（朝霞RC）

岩堀　和久（川越RC）

田口　伸一（狭山RC）

岩崎　徳雄（狭山RC）

橋本　次夫（深谷ノースRC）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

表　彰

訃　報
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米山功労者

７ 回

４ 回

１ 回

６回

橋本　啓一（朝霞RC）

１ 回

陶山　憲裕（朝霞キャロットRC）

４ 回

清水　吉三（日高RC）

１ 回

奥田　俊介（日高RC）

花家　孝之（日高RC）

石井　幸良（日高RC）

武藤　和雄（日高RC）

澤田　廣造（入間南RC）

高橋　茂夫（朝霞キャロットRC）

高木　泰文（日高RC）

引間　豊（日高RC）

井上　紋理雄（日高RC）

犬竹　一浩（日高RC）

土肥　紋子（日高RC）

４ 回

１ 回

４回

１ 回

４回

３回

１ 回

３ 回 １ 回

吉田　譲二（入間南RC） 醍醐　清（朝霞キャロットRC）
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新入会員のご紹介

（所沢RC） （所沢RC） （所沢RC） （飯能RC） （飯能RC）

（飯能RC） （飯能RC） （入間RC） （深谷東RC） （深谷東RC）

（深谷東RC） （深谷東RC） （富士見RC） （富士見RC）

喜多島　章
SMBC日興証券㈱

所沢支店
支店長
（紹介者）

中山 恵司、中井 眞一郎

荻野　隆央
明治安田生命保険（相）
所沢営業支店
支店長
（紹介者）

荻野 皓一郎、石井 正太郎

山本　まゆみ
㈱そごう西武
西武所沢店
店長

（紹介者）
新井 重雄

伊澤　健司
医療法人社団　伊澤会
伊澤歯科医院

院長
（紹介者）
大野 康

福島　毅
漢方専門薬局　博濟

薬剤師
（紹介者）
増島 宏徳

本橋　勝
叶木材有限会社
代表取締役
（紹介者）
前島 宏之

陣野　壮太郎
アクサ生命保険　個人代理店

代表取締役
（紹介者）

大西 克幸・吉原 良一

田中　快枝
和栄社会保険労務士事務所

所長
（紹介者）
吉永 章子

小林　滋幸
小林花卉
取締役会長
（紹介者）
木暮 亨

藤橋　彰
藤橋藤三郎商店
代表取締役
（紹介者）
保住 實

金井　英昭
㈲埼北地所
専務取締役
（紹介者）
木村 伸雄

町田　博文
SMBCフレンド証券㈱
本庄深谷支店
支店長
（紹介者）
高木 学

浅見　隆広
㈲幸仁産業
代表取締役
（紹介者）

横田栄作　森田仁一
萩原 喜八郎　松本 伸一郎　

吉原　孝好
（福）ふじみ野福祉会

理事長
（紹介者）

大越武男　横田栄作
上野 武男　秋元 伸一郎　
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国際ロータリー第2570地区
2012－2013年度

鈴木ガバナー年度を
振り返って

ガバナーエレクト・パストガバナー・次期地区幹事に、ガバナー月信第13号の原稿執筆の
お願いを致しましたが、健康・その他の事情で一部の役員のご執筆が叶いませんでした。
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 一年を顧みて
パストガバナー 福島　良治（深谷）

　鈴木さんがガバナーになら

れた時、あっ、あの私が親

しくさせて頂いた金治郎さん

のご子息かと親近感を強く感

じたのがつい昨日の様です。

　この一年、当地区にとって

は地区の運営に類を見ない

難事に遭遇し誠に、誠にご

苦労なことでした。

　鈴木さんのことだから何とか裁いてくださると信じて居りまし

た。結果は時間をかけて上手に始末をつけてくださったと思っ

て居ります。年度が変われば次に又立派な地区となることを信

じて止みません。

　私は数年来不自由な体になってしまい、ガバナーには申し訳

なく存じて居ります。又、奥様にも何かとお心遣いを頂き感謝

致して居ります。

　ひと休みしたら又、さらなる地区発展の為にお力を頂きたく

願って居ります。

　今から30年も前、私がク

ラブ会長を受けた時、幹事

役を引き受けてくれたのが鈴

木金次郎君だった。その金

ちゃんと同姓同名の人が行

田クラブにいると情報通の風

間保ちゃんが教えてくれた。

早速名簿で見ると鈴木金治

郎（自動車）とあって次と治の

一字違いと判った。それから間もなく、行田の商工会館で集ま

りがあり両鈴木さんが対面した。その後、私は雑誌「こころ」の

挿絵担当で岩崎さん・加藤さん・田沼さんを知り吹上クラブにも

ちょいちょいお邪魔した。銀行の三階で例会があった頃は30名

近い会員で和気藹々、楽しいクラブだった。そのクラブが会員

減少で10名足らずになり商工会で例会を持つようになり二三度

お伺いしたが、そこで鈴木秀憲さんが行田の金治郎さんのご

子息だと紹介された。それから間もなく鈴木さんがＧノミニー

になり、少人数のクラブながら親クラブ行田の応援を得て無事

にガバナーの一年を終えられた。このところ東松山（33）・本庄

（73）・志木（49）・川越（86）と多人数のクラブからＧが選出され

ているのに少人数の吹上（12）から出て立派に地区大会まで打ち

上げられたこと、これからの少人数のクラブのためにも良い刺

激になったと思う次第、本当にご苦労様でした。

 鈴木Ｇご苦労様
パストガバナー 田中　一郎（坂戸）

　鈴木秀憲ガバナー、一年間の地区運営大変ご苦労様でし

た。そして2570地区史に沢山の業績を残していただきました。

今年度のRI会長は2770地区より選出された田中作次会長でし

た。日本国籍を持つ向笠RI会長に次いで二人目の会長です。

鈴木Ｇにとっては大変幸運な、且つ誇らしい一年間であった

と思いますが、反面心に重荷の繋がる運営であったことでしょ

う。田中RI会長のテーマは「奉仕を通して平和を」。鈴木Ｇは

「重点課題は奉仕の追求」。とてもユニークなキャッチフレーズ

「いい風ふくよ」。私が最も心を引かれたのは、職業奉仕はロー

 いい風ふいた一年
パストガバナー 金子　干侍（秩父）

タリーの基本、つまりロータ

リーの顔。その上で社会奉

仕、更に国際奉仕。として

展開していった運営は大成

功だったと思います。

　鈴木Ｇ本当にご苦労様で

した。立派な運営に心から

感謝申し上げます。尚Ｇを

支えられた地区幹事、副幹

事、各部門役員、ガバナー補佐の方々の献身的なご苦労に

対して、心から謝意を申し上げます。誠にご苦労様でした。
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　一年間お疲れ様でした。地区の伝統と歴史に新たな一歩を

進めて下さいました。

　ガバナーには思った以上の重い責任があり時間も労力も必要

になりますがそれを思いやりのあふれたお人柄と、着実に責務

を果たす責任感を持った行動力で実行されたことに敬意を表し

ます。

　また様々な行事にご夫妻で揃って参加された事が印象的でし

た。アメリカのロータリー・ライフは夫婦揃って楽しむことが習慣に

なっていますが、これは夫婦が仲の良いことが原点です。鈴木ご

夫妻と親しくなれたロータリーの出会いに感謝致します。

　地区大会も質素でありながら思い出に残る見事なものでし

　30年振りに日本からの田

中作次RI会長就任という記

念すべき年度のガバナーとし

て地区を立派に導いて下さっ

た鈴 木ガバナーに心からの

感謝と敬意を表します。

　ガバナー就任の日は鮮や

かに甦ります。埼玉新聞の

一面一杯に田中RI会長就任

とポリオ撲滅を中心としたロータリーの紹介記事が躍っていま

した。今迄のロータリーの広報活動の指導に違和感を感じてい

たので、2012年３月号の「友」に拙文を投稿いたしましたが、鈴

木ガバナーの勇気ある試みに溜飲の下がる思いがしました。

　鈴木ガバナーのご功績は数 あ々るが、まずは、年度を通じて

職業奉仕をロータリーの中心に据えられた事を考えたい。

　紙面の都合でもう一つ上げると、「小さなクラブもガバナーを

出せる」という勇気を日本全地区に証明したのではないでしょう

か。私事ですが、地区大会の金杉誠RI会長代理のエイドも同

期のよしみ、思い出に残ります。

　末尾ながら、ガバナーと一心同体のご貢献を下さった丸岡地

区幹事、ガバナー補佐の皆さんはじめ各役員各位のご貢献に

深甚なる感謝を申し上げます。

“奉仕を通じて平和を”のス

ローガンのもと、 日 本 人 と

して久 方ぶりに第2770地 区

の田中作次氏が国際ロータ

リー会長に就任されました。

　この記念すべき年に、我

が2570地区では、鈴木秀憲

ガバナーが「職業奉仕・社会

奉仕・国際奉仕を更に深堀り

しよう」との所信をかかげて登場したのです。

　第１号の月信から12号のガバナーメッセージ「ロータリーの親

睦」に至る迄、写真を中心にぎっしりと１年間の八面六臂の活

躍があます処なく記録されておりました。

　鈴木ガバナーも素晴らしい体験を沢山されており、思わず快

哉を叫びたくなります。

　その間、思いもよらぬ出来事でつらい思いや、口惜しい事も

あったと想像しますが、そのピンチを笑顔で何んなく切り抜け

た手腕は常人に出来ることではない、と内心ひたすら感心して

おりました。

　これからは、ガバナー時代の体験を生かして第2570地区の

融和と、さらなる発展の為にご尽力いただくよう期待しておりま

す。

 融和とさらなる発展を！
パストガバナー 髙橋　福八（本庄）

 思いやりの心のガバナー
パストガバナー 石川　嘉彦（入間）

 新しき風立ちぬ
パストガバナー 野中　弘之（熊谷東）

た。ホストクラブ及びコ・ホス

トクラブの活躍は鈴木 様の

お人柄を反映していました。

　私事で恐縮ですが本年度

は指名委員長の役をさせて

いただきましたが、怠慢と実

力不足で職務遂行に支障を

きたし、 鈴 木ガバナー には

随分ご心配とご迷惑をお掛

けしました。大変苦労はしましたがお陰様で格別に素晴しい人

材に次のバトンを引き継いでいただく事になりましたことを大変

嬉しく思います。

　第2570地区の繁栄を祈り鈴木ガバナーのお働きに感謝致し

ます。
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　研修委員長としてのこの

一年間は、なにもせず「申

し訳ありません」の一言であ

ります。

　 ただ、 地 区セミナー やク

ラブの卓話で「ロータリー希

望の風奨学金」への協力を訴

え、多くのクラブや当地区か

ら、併せて1,000万円近くの

支援金のご協力を頂きました。本当にありがとうございました。

しかし、この活動は一年や二年で終わるのではなく、「ロータ

リー希望の風奨学金」が暗い闇を抱えている遺児に心を寄り添

わせ、そっと背中を押す風であり続けたいというのが私達の願

いであります。私達ロータリアンは東日本大震災を忘れることな

く、全ての遺児達が進学の希望を叶えるまで、この活動を続け

ていきたいと願っています。今後ともご協力をお願い致します。

　鈴木ガバナー、一年間ご苦労様でした。

　「売られた喧嘩は買います」などと言う者を相手にあなたは大

人の対応をされました。その見事な対応に心から拍手を送りま

す。「変革」と言う名の「改悪」が行われた地区活動は、次年度

坂本ガバナーエレクトを中心に改めて行かねばなりません。そ

の時は協力し合っていきましょう。

　暖かい風か、冷たい風か、

強く吹いたのか、微風だっ

たのか、一つの風でも会員

1,700人の感じ方は色々だっ

た事でしょう。でも、鈴木秀

憲ガバナーの風は確実に一

年間吹いておりました。お疲

れ様でした。

　リーダーの果たす役割は大

きい。リーダーの先見性とやる気によって組織は拡大充実し、そ

こから活力が生まれ、ロータリーが目指す「地域から国際に至

る奉仕活動」が実ります。会員数12名のクラブから地区のリー

ダーを輩出し、近隣のクラブがそれを支える、これこそ、これ

からのロータリーの有り方ではないでしょうか。

　本年度は３年に一度の「規定審議会」開催の年でありました。

鈴木勲二パストガバナーの体調不良により、急遽鈴木ガバナー

から代理出席を依頼され４月にシカゴに行って来ました。200

件にも及ぶ制定案が提出され、採択された中には、地区やクラ

ブに直接かかわる議題があり、改革もあり、今後のロータリー

の在り方が問われている議題もありました。

　この時こそ地区リーダーの役目は大きく、クラブが迷わない

ように、次なるリーダーには舵を間違えないように希望します。

１．地区最大の難しい年度

　鈴木秀憲ガバナー年度はスタート前に事務局員２名全員が突

然退職、数ヶ月は丸岡地区幹事を始めとして、事務局は手探り

の状態で苦労が多かったと思います。

２．小規模クラブからのガバナー選出の模範例

　行田RCや行田さくらRCを中心としたサポートシステムの献身的な

活動により、ガバナー月信や地区大会も充実したものになりました。

３．中井ガバナーノミニー選出とその後の経過

　その選出についてご心配をおかけしたことは指名委員の一

人として大きな責任、又、諮問委員制度についても多くの問

題点を提起された思いがあります。日本ロータリー事務局も知

ることになり、解決不可能の感さえありましたが、一方では

 ロータリー希望の風奨学金
パストガバナー（地区研修委員長）西川 武重郎（志木）

 「いい風ふいた」この一年
パストガバナー（RI フェローシップ委員） 加藤 玄静（本庄）

 パストガバナーとしての一年を振り返る
パストガバナー 真下　和男（東松山）

ロータリーの懸案事項につ

いて議論が深まったと評価

する人もいました。関係当事

者全員が真正面から取り組

んでギリギリのところでの決

着でした。

４．良い結果は次期ガバナー

年度まで期待される。

　鈴木ガバナーはまれに見る勇気と決断で困難に立ち向かい、

エネルギーを振り絞って成果を導き出しました。次期中井ガバ

ナーは地区の改革に取り組む強い意欲を表明されました。一方

で地区は深い混迷となりました。それを立派な地区に育て上げ

られるかどうかは、鈴木直前ガバナーやパストガバナーが中井

ガバナーと連帯責任と会員は期待しているといえるでしょう。
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　昨年度の2570地区テーマは『奉仕の追及』でした。鈴木ガバ

ナーは、ロータリークラブ以外にもいくつもの公職を歴任し、

また職業を通じての各種団体での豊富な経験を活かし、素晴

らしいリーダーシップを発揮されたと思います。

　また、2012－13年度は、とても記念すべき１年間でした。2770

地区（隣接）より・田中作次RI会長が、「奉仕を通じて平和を！」

と壮大なRIテーマとし、ともにロータリー活動の基本理念『超

我の奉仕』を大きく取り上げ、奉仕の多様性を考えさせられた

１年でした。また、鈴木ガバナーのロマンでもある「さきたま古

墳・世界遺産へ」もさらに前進。また、所属する吹上RC・丸岡

　2012－13年度ロータリーの

友地区代表委員の役を承っ

ての１年は、なんとも慌ただ

しく過ぎ去りました。 年 度

初めに重点項目として３つば

かり考えていたのは　 ① 地

区で初めて開催する「ロータ

リーの友セミナー」を有意義

な研修の場とする事。②地

区内クラブから友誌への寄稿を最大限に促す事。③友誌の有

用性を訴え、よく読み且つ活用する事等です。友セミナーにつ

いては、多くの方々のご協力を頂き課題を残しながらも成果を

得ることができました。また、地区内クラブの友誌への寄稿は

他地区と比較しても数も多く、多彩なものがあったと考えてい

ます。

　３つ目の友誌を良く読み活用するという点についてですが、

友誌には国内外のロータリー情報が満載されています。この情

報は現在進行形のロータリー世界の潮流を少なからず表してい

るわけです。また、ロータリー年数の若い会員がロータリーを

勉強するための記事も適宜織り込まれています。これらの情報

をクラブ内で咀嚼し如何に活用していくか、友地区委員も含め

クラブの対応がこれからは大切になってくるでしょう。

 いい風ふいたぜ！
パストガバナー 立原　雅夫（川越）

 １年を振り返る
ロータリーの友地区代表委員 磯田　力彦（新所沢）

 RIという船団
ガバナーノミニー 坂本　元彦（富士見）

　思いもよらずノミニーとして

石川嘉彦PGよりお話を頂い

た時には、一瞬躊躇は致し

ましたが、こんな私でも良い

との判断をなされたという事

実を重く受け止め、お断りす

るのは失礼だという気持ちも

あり、直ちにお引き受けを致

しました。またここ数年来地

区の仕事に携わるようになり、素晴らしい他クラブのロータリア

ンの方々と昼夜を問わず親しくさせて頂き、ロータリーの多様

性と共に歩む人生の楽しみ方、過ごし方、満足感を少しずつ感

じていた気持ちも少し背中を押してくれました。

　ガバナーとは例えてみれば、RIという船団の一つの船の船長

だと思います。乗組員の多い大きな船もあれば小さい船もあり

これ等が同じ方向に航行して行くわけです。他船に遅れず無事

に航行するには何が大事でしょうか？

　ガバナーのかじ取りも重要ですが、乗組員全員の気持ちの

一致だと思います。他の船の動きを参考にしながら、衝突しな

いように、転覆しないように、船内では事故の無いように全員

が適材適所の働きをする、何処に向かって、何のために、皆さ

んに安心感を与えられる船長になれたらと願っています。

地区幹事をはじめ少人数全

員による「チームS」作戦も見

事なものでした。

　ロータリーにもいろいろな

風 が吹 いておりますが、 鈴

木ガバナー の『 さわやかな、

いい風ふいたぜ！』。

　これからも「ロータリーのいい風」をつれて世界中を車で走破

してください。ありがとうございました。
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　2012－2013年度の１年間、図らずもガバナー補佐を仰せつか

りました。

　これまで地区の委員会等でお世話になったのは、国際奉仕

委員会と加藤ガバナーの時の職業倫理委員会が主なもの。国

際奉仕は主にWCSでタイやネパールとの交流。職業倫理はシェ

ルドンを徹底的に学びました。

　地区でのこうした活動は「委員会」があり、相談する相手がい

るから出来ること。ところがガバナー補佐には共に活動できる

　私は補佐として、各クラブ

の会長・幹事の皆様にお願い

したいと思っていました。そ

れは、各クラブの長所、改善

すべき点、 それに現 在の地

区運営及び地区組織について

の要望、期待等を率直に述

べて頂き、その情報を次年度

に引き継ぎ、地区運営が各ク

ラブと直結し、円滑に回転する事を期待していました。

　鈴木ガバナー年度の地区協議会の状況以降に議題はほぼ共

通していました。私には充分な情報もなく、各クラブを訪れ、

もどかしさを感じました。鈴木ガバナー公式訪問時にも、この

ことに議題が集中する傾向でした。私はこれに違和感を覚えま

した。この状況の中でも、各クラブは本来のクラブ運営に全力

投球し、クラブの持ち味を生かし、種々のイベントを遂行しま

した。

　最後になりますが、当グループIMは東日本大震災を風化さ

せてはならないとの一念でこの事に取り組みました。大成功

だったと自負しています。一年間皆様の温かいご協力を心より

感謝申し上げます。

　第２グループは、８クラブ、

216名の会員数と、地区内最

少のグループです。その活動

内 容 は、 各クラブよくロータ

リー精神、倫理感を理解さ

れ、それぞれのクラブが特色

を持った大変意義のある活動

を展開されました。

　私の役目でもある、地区、

RIとのパイプ役になったかを考えますと、会長、幹事さんに対

しまして、その役割を充分果たせなかったこと、申し訳なく力

不足を反省しております。しかし、第１回の会長・幹事会を開催

以降、私の力不足をカバーすべく、会長、幹事さんが大変有意

義な会を企画して頂きましてありがとうございました。常に親睦

と、８クラブの交流を活発にとお願い致しましたが、実際に親

子クラブ、小クラブ同士の交流が活発に行われました。

　また３月23日には「我がまち自慢」地域の歴史、伝統、文化、

名所、旧跡、偉人をテーマとし、５市のすばらしい発表があ

り、IMのその場だけで終わっては、ロータリアンだけの自己満

足になってしまうので、各クラブのご協力を頂き、発表内容を

「我がまち自慢」という小冊子にまとめ各市の中学校へ配布、多

くの方々に活用して頂くこととなり、特に青少年へのロータリー

の公共イメージの向上になったと思います。

　最後に会長、幹事、クラブの皆様、そして事務局の方々に一

年間の温かいご協力に感謝申し上げます。

 第３G会長幹事会に感謝
第３グループガバナー補佐 平岡　達也（入間）

 大震災を風化させてはならない
第１グループガバナー補佐 竹間　暎（東松山）

 ガバナー補佐としての一年を振り返る
第２グループガバナー補佐 細田　優（朝霞）

仲間がおりません。

　連絡用の書類ひとつ作る

のも、自らパソコンで文面を

作り、発送等は自らのクラブ

の事務局にお願いするしかあ

りませんでした。

　何かと戸惑うことの多い１

年でしたが、何とかやってこ

れたのは、所属クラブの協力

と第３グループ会長幹事会の皆さんが支えてくれたおかげと感

謝しております。
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　本原稿を執筆している今

は、大変厳しい日が続いてお

ります。扨、会員の皆様に於

かれましては、益々ご清祥の

こととお慶び申し上げます。

　第４グループのガバナー補

佐として就任してからの一年

間は、皆様方からのご協力

とちから強いご支援を頂きま

して、無事その役務を終えることが出来ました、ここで本誌上

をお借りいたしまして、会員の皆様に深く感謝申し上げます。７

月より順次クラブ訪問を実施させて頂きました、大きなクラブと

小さいクラブがありますが、各クラブとも独立性を尊重し、又、

クラブの伝統と文化を大切にして、主体性のあるクラブ奉仕活

動に邁進して、地域社会に貢献していることが私の脳裏に焼き

付いております。

　本年度は特に、グループ内の方々には様 な々諸問題に対処し

て頂き、共に、熱き友情と本当の意味のロータリーの寛容の心

を育みあい、奉仕活動が少しながら実践出来たかなと思ってお

るところです。有難う御座いました。最後に私にこの様な機会

を与えてくれました、深谷ノースの会員の皆様に心より感謝申し

上げます。結びに、会員の皆様と第2570地区の更なるご発展を

心よりご祈念申し上げます。

　過ぎ去ったことは一瞬のこ

とですが、 思えばいろんな

ことに満ちていました。

　昨年４月の地区協議会で

不協和音があり、前途多難

の予感。このことは残念なが

ら鈴木ガバナー年度の最後ま

で尾を引いてしまいました。

　 ７月から始まった第５グ

ループ10クラブへのガバナー補佐訪問、とその１週間後に続い

たガバナー公式訪問は、各クラブの会員の皆様の温かい歓迎

のお蔭で緊張しつつも楽しい時間を過ごすことができました。

私は、「クラブを支える親睦（会員の交流）の原点」について、卓

話をさせていただきました。

　７月22日「県下一斉打ち水大作戦」は熊谷うちわ祭り当日と重

なり、市内４クラブ合同例会を開いた後、「お祭り広場」にて星

川の水で打ち水を。

　IMは２月２日、熊谷市内にて「北埼玉の産土（うぶすな）」の

テーマで開催。同じ産土である第５グループ10クラブの交流を

深めるべく、文化功労者である俳人金子兜太先生による講演と

会員から募集した俳句（兼題「梅、梅の花」）の添削、そしてJazz

の流れる親睦パーティーでの優秀作品の発表。

　２ヵ月に一回開いた会長幹事会は、回り持ち担当クラブのお

膝元で、情報交換を中心に楽しく開くことができました。

鈴木ガバナーとクラブ会員に感謝！

 ガバナー補佐としての一年を振り返る
第４グループガバナー補佐 梅沢　茂（深谷ノース）

 一年を振り返って
第５グループガバナー補佐 前嶋　修身（熊谷）
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　昨年に引続き、２年目の

部門委員長を務めさせて頂

きました。事業も「我等の生

業」の編纂、「高校生社会体

験活動」と昨年と同内容でし

たが、皆様のお陰様をもって、

ともに昨 年よりも高 いクォリ

ティで着地できたかと思いま

す。「我等の生業」では昨年

より８名多い82名様のご寄稿と掲載が出来、内容も更に素晴ら

しいものであったように思います。

　また「高校生社会体験活動」では、昨年が81社の受入れ、

154名だったのに対し、本年は113社、252名と大幅に受入れを

増やすことができました。これは当地区ロータリアンの皆様の

ご助力の賜物そのものであります。上記の２事業は、「職業を

通じて奉仕する」という職業奉仕理念の追求に他ならず、昨年

と比較してより良い結果で着地できた事は、鈴木ガバナーが掲

げた「自分と自分の職業のレベルアップ」という観点からも、非

常に意義のあることであったと思います。

　結びに、ガバナーをはじめとして委員の皆様、ご助力を頂い

た全ての皆様に感謝の意を表し、厚く御礼を申し上げます。

　地区社会奉仕に長く携わっていたが、地域がどんな奉仕を

必要としているか認識することは難しかった。本来ロータリー

活動はクラブ主体で行うべきですが、活動効果を上げるため

に地区全体で行う必要もあると考えました。継続的に行ってい

る「さきたま古墳群を世界遺産に」と「ブライダル事業」は、今年

度は第2770地区と共同で実施しました。さきたま古墳事業は

地域の活性化、ブライダル事業は若者に「出会いの機会を」提

供し、多くの成果を見ました。アイバンク事業は停滞しています。

多くの角膜移植者が待っていますので、会員各位の理解と協力

をえて１人でも多くの献眼者が登録されることを望みます。

　地域社会と共にできる事業として「桜の苗木」を配布し、地域

 高いクォリティで着地
職業奉仕部門 細井　保雄（行田さくら）

 地域が今、必要としている社会奉仕
社会奉仕部門 木藤　文雄（坂戸）

　会員増強委員会は、まず

６月２日に、第１部「ロータ

リーの魅力」をテーマに加藤 

玄静地区研修リーダーに基

調講演をして頂き、第２部と

して当地区初のRLI方式によ

るディスカッションを行ないま

した。第２回目は、10月20日

に中村靖治RLI日本支部長

（第2770地区PG）の基調講演を実施、出席者の会員の方々に大

変好評でした。又、８月の会員増強月間では17RCより卓話依

頼があり、私自身出席させて頂きました。

　 ７月14日には第１回 公 共イメージアップセミナー を開 催、

「ロータリーの公共イメージとは」をテーマに西川武重郎 研修

リーダーに基調講演をして頂き、第２部では第１G ～第５Gま

でのガバナー補佐５名による、グループ内の公共イメージ向上

に関わる奉仕活動と、広報活動の事例発表及び参加会員との

ディスカッションを行ないました。第２回は１月19日、「ロータ

リーの公共イメージアップとは」をテーマに西川研修リーダーに

基調講演をして頂き、「我がクラブの公共イメージ向上と奉仕

活動」のテーマにてグループディスカッションを実施しました。

　各クラブ会長・会員の方々には、会員増強という大仕事に取り組

んで頂いた事に深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

 一年を顧みて
クラブ奉仕部門 山口　茂（熊谷南）

住民、諸団体と植樹を行い

ました。 この事 業 でロータ

リーの認知度を高め、地域

の人々にもロータリーの社会

奉仕を理解していただき協力

を得ることを目的としました。

東日本大震災の孤児の「ロー

タリー希望の風奨学金」も継

続されます。これは被災 孤

児が社会人となるまで支援が続けられますので今後共ご協力願

います。

　最後に、ご協力頂きましたクラブ、担当地区委員の皆様にお

礼を申し上げます。
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　ロータリーの国 際 奉 仕に

は、「国際交流」と「国際支援」

の二つの柱があります。「国際

交流」には海外のクラブと姉

妹提携を通じて、国境を越え

た友情の素晴らしさを味わう

事ができます。「国際支援」で

は日本での１万円が、海外で

は10万円の価値になり、想像

以上の支援活動が出来るというダイナミックさがあります。

　２月の国際理解月間に、10のクラブを卓話で訪問し、「ロータ

リーの国際奉仕のおもしろさ」をお伝えし、海外に姉妹クラブを作

りましょうとPRしてまいりました。

　50名以上の大きなクラブ、20名以下の小さなクラブ、さまざま

なクラブが歴史と個性を持ち、出席されているメンバーの皆様は、

ロータリーが大好きでそれぞれの方がロータリーの楽しみ方を

知っている人が多いという実感を受けました。

　ロータリーが大好きな皆様に、「国際奉仕のおもしろさ」をお伝

えし、もっともっとロータリーを楽しんでいただきたいと思ってい

ます。ロータリーの国際奉仕は年齢に関係なく楽しめるという事も

今後はPRしてまいります。

　鈴木秀憲ガバナー年度は、2012－2013年度の活動と「未来の

夢計画」の準備年度ということで、2013－2014年度の新地区補

助金、グローバル補助金計画と合わせて、地区役員会で検討し

てまいりました。年度内の予定が滞こおりなく実施できましたこ

とは、関係ロータリアン各位のご理解ご協力の賜物と厚く御礼

申しあげます。

　年度報告として７月地域セミナーへの参加、9月に地区セミ

ナー開催、２月に地区セミナー・補助金管理セミナーの開催（国

立女性教育会館）。年５回の地区役員会の開催。2012－2013

年度年次寄付230,900ドル、使途指定寄付47,166ドル、恒久基

金50,937ドル、合計329,003ドル、など多くのご寄付を頂きまし

た。2012－2013年度地区補助金授与12クラブ15,400ドル、派

遣国際親善奨学生３名の派遣81.000ドル。2013－2014年度新

　新世代部門はロータリーの

家族の最も若い世代の人達、

年齢30歳までの若い人すべて

の青少年に奉仕する委員会

です、地域社会の若い人達

からエネルギー を貰 えます、

最もやりがいのあるプログラ

ムの１つです。

「2012－13年度　主なプログラム」

①	アクト委員会、武藤典夫委員長（志木RC）

　2012年８月４日、IAC年次大会、（大妻嵐山高校、小川RC）

　2013年２月10日、IAC時期指導者講習会（正智深谷高校、深谷RC）

　2013年３月10日、ＲＡＣ年次大会（淑徳大学、富士見RC）

　2013年４月16日、顧問教師会（和光国際高校）

②	青少年交換委員会、宮原克平委員長（志木RC）

	 派遣学生５名、来日学生６名。

③	ライラ委員会、島田敏郎委員長（富士見RC）

　2012年11月25日ライラデー、テーマ「若者よ飛び出せ世界へ」

　今後とも皆様には青少年奉仕委員会（旧新世代部門）を宜しく

お願い致します、１年間ご協力ありがとうございました。

 一年を振り返る
国際奉仕部門 新島　修一（深谷ノース）

 ロータリー財団部門委員長として
ロータリー財団部門 松本　光司（坂戸さつき）

 新世代部門委員長として
新世代部門 坂本　元彦（富士見）

地 区 補 助 金TRF申 請17件

58,220ドル、グローバル補助

金TRF申請１名15,000ドル。

2013－2014年度派遣のための

５回 のオリエンテーションを

実施。

　2014－2015年度派遣候補

生、グローバル奨学生・同地

区補助金奨学生各１名の選

考。ポリオ撲滅としてDDF余剰金よりTRFへ10万ドルの寄贈。

学友会活動として年５回のオリエンテーションへの協力、選考

試験への協力、学友会二ユース学友会便りVol.21の刊行、また

11月のＲ財団月間での卓話等、円谷会長を中心に学友会の活

動を担って頂きました。学友会の皆様に御礼申し上げます。

　結びに、地区事務所の藤田さん・平野さん・長名さん、一年

間大変お世話になりました感謝御礼申し上げます。
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左から、神庭　浩（吹上会長）、鳥羽　千太郎（吹上幹事）、古沢　勇治（行田会長）� 藤田　光男・長名　常美・平野　喜美子（地区事務所）

　１年間、「月信」担当の副幹事の皆さん本当にご苦労さまでし

た。「月信」の編集会議は、矢澤副幹事を中心に毎月行田クラ

ブと行田さくらクラブの事務所で夜遅くまで編集会議を行いま

した。月信については年度によっていろいろと評価があります

が、今年度はガバナー方針として「会員が見たくなる読みたくな

る」を目標に制作致しました。

　IT技術が進んだ現在では、メールやホームページで報告をす

れば済むとも言われますが、１年間事務局を担当してみてまだま

だIT化には時間がかかると思いました。IT化を否定するのでは

ありませんが、まだまだロータリーの会員の中では、「月信」は

唯一の連絡手段として多くの会員の支持を受けておりました。

　1,700名の会員が地区の事業を確認にするのは、「月信」の報

告と1,300名を集めた地区大会であると思います。また近年は、

ロータリークラブのみならず多くの組織で会員の減少が進んで

　本年は23人の米山記念奨学生を地区内クラブに世話クラブと

してお願いし、有意義で思い出の多い年度を過ごすことが出来

ました。

　米山部門としての活動は、奨学生スピーチを主体にした部門

セミナーを年２回。８月のお盆には日本文化の体験として「秩

父音頭まつり」に奨学生、学友、ロータリアン共々参加し、お

揃いの浴衣姿で日本人に負けない踊りを披露しました。９月に

は米山梅吉翁の墓参、記念館の見学を通して先人の偉業を学

び、翌日は、久能山東照宮。西湖「いやしの里」では戦国時代

の衣装を着て古き日本人の心と雰囲気を味わいました。10月、

 有意義で思い出の多い年度
米山奨学部門 井上　豊（秩父）

 皆様に感謝申し上げます
地区幹事 丸岡　章二

各クラブでの卓話は、多くの

スピーチ体験、ロータリアン

とのふれあいからロータリー

活動の素晴らしさを学んだ

事と思います。２月末、米山

記念奨 学 期間終了式を迎

え、23人の奨学生は社会に

さらに勉学にと羽ばたいて行

きました。

　彼らの今後の活躍と日本と母国との懸け橋となってくれるこ

とを願っています。地区の皆様方には暖いお心と、１人当り

14,562円のご寄付を頂きました事を心から御礼申し上げ、１年

のまとめと致します。

おりますが、2570地 区 にお

いては歯止めがかかりつつあ

ります。今後は地区とクラブ

の連携、クラブとクラブとの

つながりの強化することの必

要性を特に感じます。ロータ

リーの組織は、先進国アメリ

カで誕生した組織として育っ

て来ましたが、日本には日本

に合ったロータリークラブがあっても良いと思いました。

　私は地区幹事として、この１年間、地区事務所固定化と事務

の合理化の実施を手掛けてまいりました。しかし各クラブに

よって対応のばらつきが多く、地区事務局としては一律な対応

ではなく、クラブごとの対応をして協力する事が更に必要かな

と反省しております。

　改めて会員の皆さんから頂いた評価には満足致しております。

ご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。
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　初めて地区副幹事をご指

名頂いた、行田ロータリーク

ラブの湯本茂作と申します。

鈴木秀憲ガバナー年度では、

ガバナー公式訪問時の随行

者を鈴 木ガバナーからの強

い要望で必ず二人を付けて

下さいとの事でした。私はそ

の指名担当役でした。皆様

のご協力のおかげで、最初から最後まで全ての公式訪問例会

に二人の随行者でお世話させて頂く事が出来ました。私も30ク

ラブからの公式訪問させて頂き、心から感謝申し上げます。

　今日、８月末日。ちょっとホッとしている。月信13号の原稿がほ

ぼ集まったから。月信担当として、私はこの一年何をしてきたか？

主な仕事は、原稿催促で終わってしまった様な気がしてならない。

いや、同僚の地区副幹事がしっかり仕事をこなしてくれたので、

やる事が無かった。これだね。特に、西川年度で素晴らしい月信

を創られたコルネットの阿部美登志氏の協力を頂けたことが大き

　公式訪問随行やガバナー

月信編集を通じて、RI2570地

区内クラブの様 な々事業や活

動を勉強させて頂き、また

多くのロータリアンとの交 流

を通じて、ロータリークラブ

と2570地区が益々好きにな

りました。

　このような貴重な機会を与

えて頂いた鈴木ガバナーに感謝するとともに、公式訪問や原稿

依頼・月信取材を快く受け入れて頂いた各ロータリークラブの

皆様に、この場をお借りして心より御礼を申し上げます。

　今日も、車中の人。公式訪

問へいざ出発！　もちろんド

ライバー席は、鈴木ガバナー

の指定席。見慣れた車窓か

らは、2570地区の広大さとガ

バナーの想いと願いに満ち溢

れ、これほどロータリーの現

状と未来についてクラブを超

えて語り合えた事はありませ

ん。ロータリアンとしてのステップを一つ積み重ねることができ大変

充実した一年間を送ることができました。また、地区副幹事とし

て、さまざまな地区行事に参加できたことに感謝申し上げます。

　ガバナー月信では裏表紙

のシリーズ記事を４本、イン

タビュー記事を４本担当しま

した。インタビュー記事は書

くにつれ仕上げるスピードが

上がり、スキルアップした気

がしました（思い違いかな？）。

また、鈴木ガバナーのお供を

して、ガバナーの運転で５つ

のクラブを訪問させて頂き、各クラブの個性と多様性を目の当

たりにできました。学びそして楽しみました。これもガバナーと

人使いの荒い矢澤副幹事のおかげと言うことで〆。

 30クラブの公式訪問に随行
地区副幹事 湯本　茂作（行田）

 スキルアップの一年
地区副幹事 橋本　恭一（行田さくら）

 鈴木ガバナー、丸岡幹事に感謝
地区副幹事 矢澤　大和（行田さくら）

 様々な事業や活動を勉強
地区副幹事 五十幡　和彦（行田さくら）

 一つのステップを積み重ね
地区副幹事 持田　朋春（行田）

な要因だ。あ、もう一つ重要

な仕事を。巻末の記載ミスの

お詫び文、何回も書いたな。

月信と言う重要な部分を黙って

まかせて頂いた鈴木ガバナー、

丸岡幹事に感謝。
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金
き ん ぽ う ざ ん

鳳山平
へ い り ん ぜ ん

林禅寺
じ

～RI2750地区第２グループを見守る名刹～

　川越街道に面し、人々の喧騒から隔

絶した荘厳な境内を守るのが「総
そうもん

門」、

京都詩仙堂の石川丈山による「金凰山」

の扁額が掛けられています。この門をく

ぐり抜けると眼に飛び込んでくるのが凛

とした紅葉の木立と「山
さんもん

門」、そして山

門越しの奥に見える「仏
ぶつでん

殿」。どちらも

寛文３年に岩槻にあったものを解体・移

築後補修したもので、350年の歴史に耐

え抜いた今日、「中
なかもん

門」と合わせた４棟

は県指定有形文化財となっています。

　さらにその先、本堂の脇の雑木林を

通り抜けた奥に鎮座するのが大河内松

平家歴代の廟所、そして中央に位置す

るのが川越藩政において武蔵野新田開

発や野火止用水開削などで多くの功績

を残した松平信綱の墓です。

　平林寺のもう一つの魅力が伽藍を包

み込む樹齢500年の高野槇ほか手の行

き届いた庭園と、武蔵野の広大な雑木

林の数々。スギ、ヒノキ、シラカシ、ク

ヌギ，コナラなど修行道場にふさわしい

静寂な雰囲気を醸し出しているこの林

は、武蔵野の自然環境を今に残す林と

して1968年から国の天然記念物に指定

されています。

　朝霞、ふじみ野、志木、富

士見、新座、和光をエリアと

する国際ロータリー 2570地

区第２グループ。池袋から電

車 でわずか30分 余りのこの

地で市民の生活の礎になって

いるのが関東一円にその名も

とどろく名刹「平林寺」。武蔵

野の面影を色濃く残す野火止

台地に約13万坪の境内地を

有する臨済宗妙心寺派の禅

寺です。

荘厳なる禅宗の歴史的建造物の美しさ

四季折々に人々を楽しませてくれる武蔵野の自然

　 平 林 寺 は永 和 元 年（1375）現

在 のさいたま市 岩 槻 区 に立 てら

れましたが、豊臣秀吉による関東

攻略・岩槻城攻めにより天正18年

（1590）に焼失。翌年徳川家康に

より再建されたのち、幕府の老中

で川越藩主となった松平信綱によっ

て江 戸と川 越 の中 間にある所 領、

野火止原野に移建する計画が立ち

上がりますが信綱は志半ばにして逝

去。その遺 言を受け継いだ子、輝

綱によって寛文３年（1663）現在の

新座市野火止３丁目に移築され、後

に大河内松平家の支配となります。

以降今日まで350年間、武蔵野の

人々の暮らしを見守ってきました。

　夏には小鳥のさえずりと木々の緑が

尊厳なる涼をもたらし、秋には空を彩

り絨毯のように引きつめられる紅葉。

雪に埋もれる冬の景色もよし、春には

満開のしだれ桜が迎えてくれる平林寺。

この名刹は2570地区の一角に位置する

武蔵野台地の心の故
ふるさと

郷です。

公共イメージ委員長 クラブ奉仕
部門委員長 会員増強委員長

内山 明夫 山口 茂 高柳 育行

文と写真：副幹事・五十幡 和彦（行田さくら）

高
　 　 こ ま 　 　

麗神社と巾
き ん ち ゃ く

着田
だ

※「高麗郷文化フェスティバル」９月15 日～
11 月 25 日。第１１回高麗神社に伝わる文化
財展、９月16 日には和泉流狂言、９月17 日
第 10 回雅楽奉納演奏会、９月 30 日韓国伝
統音楽サムルノリなど。催し物は全て無料。
詳しくは、高麗神社社務所まで
電話（042）989 －1403

　東国にヤマト王権が地歩を固めつつ

あった5～ 6世紀、国
くにのみやつこ

造のいた鴻巣～

行田の埼玉郡笠原郷はムサシの中心地

で、東国支配の要でした。

　大化の改新（645年）以降、中央集権

化を進めるヤマト王権は、かつて武蔵

国造の乱（534年）に乗じて笠
かさはらの

原直
あたいおみ

使主

に献上させた多
た ひ

氷（多摩）に武蔵国府

を置き、国司を派遣します。そして新

羅による三韓統一（668年）の影響など

で飛鳥に渡来した人々を武蔵の各地に

配置・開発に当たらせました。高麗郡、

新羅郡（後の新
にいくら

座郡）、幡
は ら

羅郡など。

　今の日高に配置されたのが高
こまのこきし

麗王

若
じゃっこう

光を長とする1799人、高麗王若光は

天智5年（666年）高句麗国王からの使者

と同一人物と言われています。若光が

没した後、高麗郡民がその徳をしのん

で御霊を「高麗明神」として祀ったのが

高麗神社で、代々宮司を務める高麗家

は若光の子孫で60代目とのことだそう

です。また、浜口雄幸、若槻禮次郎、

斉藤実、小磯国昭、幣原喜重郎、鳩

山一郎らが参拝後相次いで総理大臣と

なったことから「出世明神」と広く知られ

るようにもなり、現在は年間約40万人

の参拝があります。

県地方本部によって奉納されました。

なお、高麗郡は明治29年（1896年）入

間郡に合併され、高麗郡は平成28年に

建郡1300年を迎えます。そして社の西、

徒歩５分の聖天院には若光の墓と伝え

られる朝鮮様式の多重塔があります。

　高麗川が大きく湾曲した川原を渡来

人が開墾し、田を作ったのが巾
きんちゃくだ

着田

で、日和田山より見ると巾着のように見

え、面積は約17ヘクタールです。現在、

水田は少なくなりましたが、９月～10月

にかけて咲く曼
まんじゅしゃげ

珠沙華（ヒガンバナ）の

日本一の群生地で、四季を通じて花が

楽しめる巾着田曼珠沙華公園として整

備されています。

写真上：引間 豊（日高会長）　写真下：武藤 和雄（日高）
文：副幹事・橋本 恭一（行田さくら）

　第１駐車場内の将
しょうぐんひょう

軍標チャンスンは

朝鮮半島の古い風習で、村の入り口に

魔除けのために建てられていたものだ

そうで、平成４年に大韓民国民団埼玉
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新世代部門
委員長

アクト
委員長

青少年交換
委員長

ライラ
委員長

坂本 元彦 武藤 典夫 宮原 克平 島田 敏郎
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職業奉仕部門
委員長

職業奉仕
委員長

高校生社会体験活動
委員長

細井 保雄 田代 充雄 五十嵐 敦子

川越まつり
～国指定重要無形民俗文化財～

　川越まつりは、氷川神社の祭祀である「例大
祭」とそれに続いて行われる「神幸祭」と「山車
行事」の三部から構成されています。例大祭は
毎年10月14日に行われ、氷川の神様が神輿
にお乗りになり川越城下を巡行なさる神幸祭
は、翌15日。山車行事は15、16両日行われ
てきましたが、最近では、例大祭以外の行事
は土曜日、日曜日にかけて行われるようになっ
ています。今 年 は10月20・21日に行われま
す。なかでも山車行事の中の「曳っかわせ」は
最大の見どころです。向かい合う数台の山車
が、囃子で競い合い、歓声を上げます。

　慶安元年（1648）、川越城主松平伊

豆守信綱が、氷川神社に神輿・獅子

頭・太鼓などの祭礼具を寄進し、祭礼

を奨励したのが現在の「川越まつり」の

起源です。

　慶安４年（1651）には、氷川神社の神

輿行列が氏子の町々を渡
とぎ ょ

御し、町衆も

随行するようになり、「神
しんこうさい

幸祭」の始まり

となりました。元禄11年には、氏子域

である川越城下十ヶ町のひとつ高沢町

で、江戸の祭礼に倣い、踊り屋台が披

露されました。当時踊り屋台は、江戸

祭礼の花形でした。

　川越では、新河岸川の舟運によりリ

アルタイムに江戸の流行が取り入れら

れ、徐々に祭礼が発展していきました。

文化文政年間（19世紀前半）には、「祭

礼中に屋台が出会った時には囃子を行

うこと」や、一部の山車に囃子が付いて

いるなど、この頃の申し合わせやしきた

りの多くが、現在の祭礼儀式のルーツ

となったと考えられます。

　その後、明治42年の深川祭りを契機

に、江戸の祭りの主役が山車から町神

輿へと変わり、大規模な山車巡行が事

実上途絶えたのと対照的に、川越まつ

りは東日本屈指の山車行事として発展

を続け、平成17年、「川越氷川祭の山

車行事」は国指定の重要無形民俗文化

財となりました。

　最高の盛り上げを見せる「川越まつり」

の山車の姿をご覧になってみませんか？

取材協力：社団法人小江戸川越観光協会 川越氷川神社　文：副幹事・小菅 克祥（行田）表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）
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ロータリー財団部門
委員長

推進委員長
委員長

補助金奨学
委員長

松本　光司 柴﨑　典一 茂木　聡

龍淵寺

熊谷道

中
山
道

元図＝「石田堤現存図  大正２年３月  清水雪翁作図」

長久寺

西明寺

春日神社

薬師堂 前玉神社
丸墓山

埼玉村
下忍村

行田町
長野村

堤根村
吹上村

久下村

荒
荒

川 川

石 田 堤

忍城

元

忍
川

星川

棚田村

持田村

平戸村

上之村

川上村

白川戸村

石田堤

忍城

表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）

事に習って早速人夫を集め、昼は米一

升と永楽銭60文、夜は米一升と100文

を支払うという好条件で９日から築堤

工事を始めるのです。総延長およそ14

キロ。利根川右岸の白川戸から丸墓山

を経由して久
く げ

下村の荒川（現元荒川）右

岸に至る長大なもので、それを僅か５

～７日で完成させたというのです。こう

して三成はその堰
えんてい

堤の中へ利根・荒川

の水を引き込む事に成功し、忍城は正

に“浮き城”の如くになったというのです

が、三成の不運は堤完成直後から降り

出した激しい雨が堤の一角を切り崩し、

なんと三成の陣営へ流れ込んで「人馬

溺死に及ぶ者若干有
これあり

之」という惨状に

なり、その後は両軍泥の海を隔てて睨

み合いになってしまいます。そうこうし

ているうちに７月５日ついに小田原北条

氏が秀吉に降伏。にもかかわらず忍城

はなお頑強に対
た い じ

峙を続け、11日によう

やく開城するのでした。

　『忍城戦記』にはその時の城内の様子

を、――城中の男女籠から放たれた鳥

の様に勝利を喜んだ――と書き残して

います。その時の雄叫びの跡が今に残

る「石田堤」なのです。

　埼玉県の北西部、旧埼
さきたまごうり

玉郡の忍
おし

こ

そが名城で知られた忍城の所在地です

が、永正６年（1509）この地を訪れた連

歌師宗
そうちょう

長は、その日記に城主成田下総

守親
ちかやす

泰に招かれた事を書くと共に「水郷

なり、館の廻り四方沼水幾重ともなく、

四方へかけて水鳥多く見え渡り―」とし

ていますが、そんな芦原や沼田を要害

として忍城があった、というのです。

　その忍城が天正18年（1590）６月、秀

吉による天下統一戦の中で石田三成率

いる23,000余の大軍に囲まれるのです

が、時に忍城主成田氏長は宗
そうしゅ

主と仰ぐ

小田原北条家援護のために精兵500騎

と共に小田原城に入っており、留守の

忍城には娘の甲
か い ひ め

斐姫をはじめ男女合わ

せて3,740余名…。とは言うもののその

内容は、騎乗の侍が69名に足軽が420

名、あとは城下の農民たちで15歳以下

の子供も多数含んでいたと言います。

　かくして６月４日、石田三成等は忍城

を包囲し翌５日から６日にかけて激しく

攻めたてるのですが、結果はなんと籠

城方の大勝利。三成達は城を囲む沼や

深田に阻まれて城門へ取り付く前にバ

タバタ狙い打ちにされ、手負いや死者

が続出する有様となります。

　やむなく三成は６月７日、丸墓山に組

み上げた櫓
やぐら

に登って新たな作戦を考え

ますが、水沼に守られる城ならばその

水を味方に付ける外なしと、かつて師

匠の秀吉が備中高松城を水攻めにした

写真上（雪の忍城）：大谷　浩一（行田）、写真下（現在の石田堤）：原　功（吹上） 文：加藤　勉（吹上）

忍
お し じ ょ う

城と石
い し だ づ つ み

田堤
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米山記念奨学部門
委員長 奨学推進委員長 奨学学友委員長

井上　豊 奥田　功次 坂本　優蔵

表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）

　平成21年には、秩父夜祭を含む「秩

父祭の屋台行事と神楽」を国連教育科

学文化機関（ユネスコ）の「無形文化遺

産」に登録するための活動を始めました。

残念ながら登録は見送られております

が、あきらめずに登録に向けて活動を

続けているところです。皆様のご支援を

お願い致します。

　笠鉾、屋台は、京都の祇園祭、飛騨

高山の春祭と共に重要有形民俗文化財

に指定されています。「夜祭」とも「冬祭」

とも呼び慣わされ、古くは「妙見まち」と

も呼ばれて親しまれてきました。起源は

江戸時代に秩父地方の特産物であった

「絹」の大市が発展した祭りといわれてい

ます。また言い伝えによると、秩父神

社はかつて「秩父妙見宮」とも呼ばれてお

り、秩父夜祭は、秩父神社に鎮まる妙

見様（女神）と武甲山に鎮まる龍神様（男

神）との年に一度の逢瀬の物語として、

しばしば語られてきました。

　２日は宵宮（宵祭・宵まち）で、御神馬

奉納の儀、神楽奉奏、屋台曳き回しな

どがあります。一番の見所は、３日の夜

に秩父神社から１kmほど離れた御旅所

に向けて御神幸行列が出発し、６台の

笠鉾、屋台がそれに続き、御旅所下の

団子坂と呼ばれる急な坂道をぼんぼり

に火が灯された屋台が引き上げられる

場面です。「ほーりゃい、ほーりゃい」の

威勢のいいかけ声と共に、動く陽明門と

も言われる極彩色の彫刻で飾られた華

麗で重厚な笠鉾や屋台が、秩父屋台囃

子の名調子に合わせ、夜空を彩

る数千発の花火の中、団子坂の

急勾配を曳き上げられる光景は、

雄壮で見る人に高揚感を与えま

す。６台の屋台が御旅所に整列

すると、斎場祭の儀式が行われ

ます。ぜひ一度、この豪華雄壮

で華麗なるまつり絵巻を見にいら

してご堪能頂ければと思います。

秩父夜祭

写真上（秩父夜祭）：共和電機㈱社員　 写真下（下郷屋台）＆文：山根　益男（秩父）

秩父夜祭は、日本三大曳
ひきやま

山祭りの一つ
毎年12月２日と３日に行われる秩父神社の例大祭です。
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さきたま古墳群
  世界遺産への道は遠いけれど、一歩一歩目指していきましょう。

　埼玉県は首都圏の一角をなし、都心か
らも近く便利です。気候も暑すぎず寒す
ぎず、自然災害も稀です。このように恵
まれているが故でしょうか、あるメディア
による意識調査では、埼玉県の県民意識
および郷土愛は全国47位と低い結果で
した。これは、団結力や自治意識も同様
に低いのではないかと考えさせられます。
　そこで、県民が「共に燃える何か」がで
きることで、地元意識や郷土愛が育ま
れ、団結力や自治意識も高まってくるの
ではないかと考えました。
　こうした観点から、埼玉県名発祥の地
「さきたま古墳群（国指定史跡）」の世界遺
産登録を目指す運動を、地元ロータリア
ンが提案し、活動しています。
　世界遺産登録へのアプローチは、直接
的には埼玉県に負うところが多いのです
が、その後押しは県民が一体になって行
わなければならないでしょう。
　石川年度には、この活動が地区として
の社会奉仕事業の一つとして選ばれまし
た。更に、同じ埼玉の第２７７０地区のご
協力も頂き、強力に推進しようではあり
ませんか。ロータリーが率先し県民全体
が協力することで、郷土愛が芽生え、そ
して地元意識が醸成されれば、社会奉仕
事業として大変素晴らしい事と考えます。

さきたま古墳群：
５世紀後半から７世紀にかけて造営された
古墳群で８基の前方後円墳と２基の円墳、
１基の方墳からなる。前方後円墳は二重
の周濠をもつ格式の高いもので、稲荷山
古墳からは、国宝の「金錯銘鉄剣」が出土。
国指定史跡：県内に18カ所
国　宝：現在、県内に４点（近く５点に）
県名発祥：“さきたま”は漢字では埼玉。万
葉集には「さきたまの津に居る船の風を疾
み　綱は絶ゆとも言な絶えそね（さきたま
の港で舫っている船が風を受けて揺れてい
る。強く揺れて舫い綱がたとえ切れても、
貴方と私の事は切れません）」とある。
金錯銘鉄剣：金象嵌で115文字が鮮やかに
浮き出ており、年代・持ち主とその先祖・
中央集権との関係などが推察できる。
世界遺産：人類のかけがえのない遺産。移
動できない不動産。日本では文化遺産12
件、自然遺産４件

国宝鉄剣が出土した「いなり山古墳」／2012年撮影
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鈴木年度、第１～５グループガバナー補佐

５人衆

しゃちほこ

しゃちほこ

鷲と猿の彫刻は左甚五郎作とする伝承があ

ります。吉宗による享保の改革の倹約経済

の中、小さいながらも日光東照宮を思わせる

豪華絢爛たる社殿は伝統工芸技術の継承に

もつながったことでしょう。

平成の大改修

　平成15年（2003年）から平成23年（2011年）

までの修復工事。七年の歳月をかけ、総工

費13億5千万円（9億６千万円が国、県、市、

3億5千万円が信徒の寄進）。旧彩色の表面

を和紙で覆って復元する新たな技法を取り

入れるなど慎重に行われました。平成24年7

月9日、歓喜院聖天堂が国宝に指定されまし

た。建造物としては埼玉県内初です。

　歓喜院は高野山真言宗準別格本山で聖天

山歓喜院と称します。縁結びのご利益があ

るといわれます。

　草創は治承三年（1179）に斎藤実
さねもり

盛公が

大
だいしょう

聖歓
かんぎてん

喜天を祀り、聖天宮を開いて長井庄

の総鎮守としたのが始まりです。子の実長

（出家し良応）が堂
どう う

宇を整備し、別当寺院

（本坊）として歓喜院を建久八年（1197）開山し

ました。実盛公は平家物語、謡曲「実盛」、

歌舞伎｢源平布引の滝｣の中で、幼児の時に

助けた木曽義仲との戦いで、71歳の白髪を

墨染めして奮戦討ち死にした話が人気です。

　「のぼうの城」成田長親の祖・十二代家時

が応永十二年（1405）再建。実盛公の子孫の

娘を娶った十五代親泰、長泰、氏長と代々

修築しています。長泰が奉納した紵
ちょしとちょう

絲斗帳

は埼玉県指定文化財です。

　徳川家康も五十石を寄進し保護しました。

しかし、寛文十年（1670）の妻沼大火により、

ほとんどが類焼してしまいました。

民の力で再建！

　享保十九年（1734）海算院主は地元の大工

棟梁・林正清と図り、信徒の総意で再建に

立ち上がりました。正清は現場指揮のみな

らず勧進も行いました。子の正信が引き継

ぎ、宝暦十年（1760）柿
こけら

屋根で仮完成。安永

８年（1779）銅版葺
ぶ

きとなり、ようやく聖天堂

を完成させることができました。これまでに

44年を要しました。彫刻棟梁は石原吟八郎

と関口文治郎です。奥殿向拝南面羽目板の

聖
し ょ う て ん ざ ん

天山歓
か ん ぎ い ん

喜院（熊谷市）

―�国宝 歓喜院聖天堂 ―

写真提供：イイダ写真館 文：副幹事　橋本恭一

※聖天山には忍城の「鯱｣ の一部が保存され、埼玉県
立博物館に寄託されています。
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委員長

国際奉仕部門
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国際奉仕部門
地区事業副委員長

新島　修一 岡本　正巳 細川　末廣

表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）

して黒鬼が愚かな心を現しているので

す。そして、これら煩悩に心が支配され

ると誰でも鬼の姿になってしまいます。

　節分の日は自らの災厄を落とすと同時

に鬼の姿を見て自分も鬼の姿にならない

ように深く心を清める意味もあるのです。

又、赤鬼が持つ松明の火は大護摩供の

火を頂いたものですので、この火の粉を

浴びると災厄が払われ御本尊不動明王

の御
ご り や く

利益を頂く事が出来ます。鬼達は、

御本尊不動明王の御利益をふるまい、

豆を投げつけられる敵
かたきやく

役となって自ら

の心を清めているのです。毎年節分

会には加須市長さんや国会議員を初め、

多くの著名人や力士、芸能人が年男とし

て参加されます。本年は、横綱白鵬関、

大関琴欧洲関、俳優の松方弘樹さん、

コニシキさん等が年男として参加予定で

す。是非皆様方も年男としてご参加下さ

いますようご案内申し上げます。

　不動ヶ岡不動尊總願寺は不動明王を

御本尊とする真言宗智山派に属する寺

院です。

　總願寺では、数々の行事が行われま

すが、中でも２月立春の前日に行われる

節
せつぶんえ

分会大
お お ご ま

護摩供
く

鬼追い豆まき式は、赤

鬼、青鬼、黒鬼が登場する全国でも大

変珍しい勇壮な行事です。赤鬼は長さ３

ｍ、重さ25kgの大松
たいまつ

明を持ち、青鬼は

剣、黒鬼はこん棒を持ってご本堂の回
かいろう

廊

を駆け回ります。節分会当日は、12時・

16時・20時30分と３回の大護摩供鬼追い

豆まき式が行われます。この行事は立春

の前日に総ての災厄を払

い新しい春を迎えられる

ように行う行事ですので、

先ず御本尊不動明王の

御宝前で檀信徒の皆様

方の開運厄除、家内安

全・商売繁昌等を祈って

大護摩供が厳修されます。その後半鐘

の音を合図に３匹の鬼が登場し年男の

皆様方による豆まき式が行われます。

　さて、節分会に登場する三匹の鬼に

はそれぞれ意味があります。皆さんも煩

悩という言葉を御存じだと思いますが、

煩悩は百八あると言います。しかし、そ

の本になるのは根本三大煩悩と言って３

つに集約されます。それは、貪
とん

（欲深い

心）、瞋
じん

（怒りの心）、癡
ち

（道理が解らな

い愚かな心）です。そしてこれらを当山

の三匹の鬼が現しています。即ち、赤鬼

が怒りの心を、青鬼が欲深い心を、そ

不動ヶ岡不動尊 總願寺

節 分 会

文と写真：總願寺住職・山口　眞司（加須）
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社会奉仕部門
委員長

社会奉仕部門
地区事業委員長

社会奉仕部門
クラブ支援委員長

木藤　文雄 新井　啓介 小久保　富夫

表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）

　生出塚埴輪窯は埼玉古墳群より南に８ｋｍ元

荒川と荒川の間、大宮台地の北端東（鴻巣

警察署東）にあり、国宝金象嵌鉄剣を出

土した稲荷山古墳を造営した強大な勢力

に埴輪を供給するために操業を始めた東

日本最大級の埴輪工房でした。５世紀末～

６世紀末の約100年間多種多様な埴輪が生産

されました。遺構からは埴輪窯跡40基、工房跡

２基、粘土採坑跡１カ所、住居跡13軒、工人の

墓跡と思われる古墳跡18基が発見されてい

ます。二子山古墳、鉄砲山古墳などに

埴輪を供給してきたと思われます。

　古墳時代後期には埼玉古墳

群のみならず、北武蔵、南武蔵、

東京湾沿岸にもその製品が運ばれ

ました。将軍山古墳の横穴式石室

には千葉県 鋸
のこぎりやま

山 周辺

で採取されたと思われる

房
ぼうしゅういし

州石が使用され、

古墳構築材など地域

間交流が行われてい

ました。また、稲荷

山古墳、二子山古

墳、鉄砲山古墳は

日本最大の大山古墳

と相似形ですが、後

期の将軍山古墳、中の山古墳は千葉県富津市

の内裏塚古墳群の古塚古墳、三条塚古墳、稲

荷山古墳と墳丘設計が似ており、物流での

協同関係のみならず、同盟関係さえ示唆し

ますが、７世紀以降ヤマト政権の中央集

権化の波に飲み込まれてしまいます。生出

塚埴輪窯も6世紀後葉に供給範囲、生産量

のピークを迎えますが７世紀には埴輪、古墳

を必要としない時代を迎え、操業を停止するこ

ととなりました。

　しかしながら生出塚埴輪窯は大型の人

物埴輪が大きな損壊もなく直立したまま

出土したように保存状態もよく、粘土

採取から焼成まで窯跡全体の遺構がか

つてない規模で発掘されました。2005年

には出土品は国の重要文化財に指定され

ました。

　1m30cm前後の頭巾をかぶ

る貴人埴輪、振り分け髪の

貴人埴輪、武人埴輪など

見ごたえのある埴輪が4月

21日の地区大会会場のクレ

アこうのす（鴻巣市文化セ

ンター）の歴史民俗資料セン

ターに展示してあります。古

代の風も感じてみましょう。

東日本最大級の 埴輪窯遺跡

写真提供：鴻巣市教育委員会 文：副幹事・橋本 恭一（行田さくら）

埴輪は３体とも130cm前後

生
お い ね

出塚
づ か

埴
は に わ

輪窯
か ま あ と

跡群
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地区大会
実行委員長

地区大会
副実行委員長

地区大会
副実行委員長

上岡　常浩 戸ヶ崎 直司 黒渕　陽夫

表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）

た川を町の中心に囲み、水質にも変化

のきざしが見られるようになりました。

　昭和40年代より町をあげての快適環

境づくり活動は「埼玉の自然100選吹上

の桜」に撰定され、市民の川と桜に対

する認識が高まります。

　昭和53年第１回桜祭りは川の清掃か

ら始まり、今年で34回目を迎えます。	

2.6kmの並木は花の佳麗を競い遊歩道

や川を天や地を覆い川面を染め､ 夜の

万灯は夢を誘い想いを巡らします。

　吹上の国道17号、中山道と八王子

千人同心道交差、高崎線は横浜・小田

原へと直通列車など交通の便良く、新

佐賀橋など市内17の橋や句碑めぐり、

ウォーキング、各種文化団体など活用

されてます。

桜まつり：毎年４月、第２土・日

　「サイタ	サイタ	サクラ	ガ	サイタ	！」

　４月８日の入学式・始業式は毎年桜が

満開の日が多く、国語の教科書は吹上

の桜のことを載せてあるのだと思った

昭和生まれの一年生。

　生まれも育ちも生活も元荒川と桜と一

緒｡ 今戦前戦後の移り変り様は何か絵

巻でも見て来たような年になりました。

　往時吹上区を流れてた荒川は寛永６

年（1629）熊谷市久下で瀬替行われ元荒

川となり、水源は雷電池の湧水となりま

した。蛇行の多かった川筋は昭和７年

に「堀込河道」に改修されたのが現在の

元荒川です。掘り下げた川なので堤防

（土手）は無く、桜は両岸の小道外側に

植えられましたが、昭和20年燃料とし

て伐採された過去があります。昭和28

年より町の有志が小道内側に500本余

り、その後数度加植され樹齢は60年を

数える桜並木となりました。

　吹上の桜は元荒川あっての桜でもあ

ります。かつて郊外であった川は湧水

のため、水温は年間12℃前後、川底は

砂、水位は浅く流れは緩やか、清流故

水中に花を付ける梅花藻や、今では県

の天然記念物指定のムサシトミヨ・タナ

ゴやアユ・エビなど生息し、子供達には

四季に対応した格好の遊び場でした。

昭和22年のキャサリン台風では荒川堤

防が決壊し土砂が流入｡ 昭和30年より

地域の発展に伴う社会環境は郊外だっ

元荒川の桜並木

文と写真：元吹上町文化財保護委員会委員長　吉田　良一
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地区研修委員会の面々

表紙写真：副幹事・斎藤　恒（行田さくら）

神社のご祭神である木
このはなさくやひめ

花咲耶姫にまつ

わる神話を再現させる場面の産屋炎上

が人 を々感動の世界へと誘います。

　古事記によれば、天照大神の孫の

邇
に に ぎ の み こ と

邇芸命が、大
おおやまつみのかみ

山津見神の娘木花咲

耶姫と婚姻。一夜の交わりにて妊娠し

たことを邇邇芸命に疑われた木花咲耶

姫が、疑いを晴らすため産屋に火を放っ

て、その中で火照命（海幸彦）火遠理命

（山幸彦）を無事出産したとあります。

　神話の世界の神、邇邇芸命や木花咲

耶姫と、古代畿内政権に深くかかわり

武蔵の国構築の基盤づくりに大きく貢献

し、大和政権の拡大に尽力した人物、

乎獲居臣らを祭りの最大の立役者に仕

立て、スローガンには、「古代のロマンと

神話への誘い」と謳い、見る人々に清清

しさと感動を与える祭りとして一見の価

値ありと自信を持ってお薦めできる祭り

です。

毎年５月４日　行田市・さきたま古墳で開催

　５月４日秩父連山が茜色に染まりさき

たま古墳群が静かに暮れなずむ頃、こ

の日だけは紅蓮の炎と松明の溶岩の中

に、人々の大歓声が古墳の里全体を包

みます。

　さきたま火祭りとは、行田商工会議所

主催の商工祭「古墳祭り」から昭和60年

に地元埼玉自治会に引き継がれ、名称

も「さきたま火祭り」と改名しすでに28回

目を迎えます。年々有名になり観客数７

～８万という人波が古墳全体を埋めつく

します。

　さきたま古墳群には大和の国の統一

に力強く携わった人物、乎
お わ け の お み

獲居臣の眠

る稲荷山古墳を始めとし、又最近の映

画「のぼうの城」で有名になった忍城水

攻めの際、石田三成が本陣を張った丸

墓山古墳など100m級の大型古墳９基

が現有し、埼玉県では昭和42年「さきた

ま風土記の丘」として整備を始め現在に

至っています。稲荷山に眠る乎獲居臣

が８代にわたる系図と自らが時の大王

獲
 わ か た け る

加多支鹵（雄略天皇）の親衛隊長として、

大和の国の統一にむけて活躍していた

ことを115文字の文にして鉄剣に刻み込

んだのは西暦471年の事でした。

　祭りでは1500年の時空を超えて、古

代のロマンを再現すべく古代衣装に身を

包み、松明を掲げる200名の同朋を随え

て乎獲居臣を祭りの中に登場させ、さら

にその数分前、地元にある延喜式内社

（武蔵の国を代表する神社）である前
さきたま

玉

さきたま火祭り
東日本最大級のさきたま古墳

写真：さきたま火祭り実行委員会提供　　文：副幹事　湯本　茂作（行田）

国際ロータリー
第2570地区ガバナー 地区幹事

鈴木　秀憲 丸岡　章二
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　蓮をテーマとした公園では日本で一、二を争

う行田市の古代蓮の里公園を紹介します。

　行田蓮（古代蓮）は、昭和46年の小針クリーン

センターの工事中に掘った焼却灰の埋め立て穴

から自然発芽し２年後に開花したもので、1400

～3000年くらい前の蓮だと言われています。

　平成４年から８年かけて整備した公園で広さ

は14ha、園内には広い行田蓮の池の他、水鳥

の池、水性植物園があり、世界の蓮園では40

品種を見ることができます。古代蓮会館にある

展望タワーに上がると、360度の大展望が開け

ます。筑波山から、富士山、丹沢山地まで関東

平野を取り巻く山々が手に取るように望めます。

よく晴れた、風の弱い冬の朝の眺めは特に素晴

らしく、スカイツリーも見られます。秋には田

んぼアートも楽しめます。古代蓮会館には

蓮について学べる展示室があり行田の自然

を紹介した展示室もあります。

　蓮（ハス科ハス属）は一億年以上前から

地球に存在し、北極付近からユーラシ

ア大陸とアメリカ大陸

の二方向に南下して

いったと思われます。

現存するのはアジア・

オーストラリアに分布す

る東洋ハスと北部・中部

アメリカに分布する黄色の

花の咲くアメリカハスの２種類

です。蓮根と花蓮のため、改良が

重ねられ様 な々品種があります。

　行田蓮は日本の古代に行田の地に環境

適応した東洋ハスの地域種が地中深く種で

残存し、現代に復活した蓮です。まさに生命力

の強さを象徴するハスと言えます。

行田ハスの花期6月中旬～8月中旬

古代蓮の里公園と行田蓮

写真：阿部　美登志（月信スタッフ）　文：橋本　恭一（行田さくら）

　この一年、地区副幹事を

させて頂いて非常に充実した

日 を々送らせて頂きました。

　特に、ガバナー公式訪問

の折にはガバナーとクラブ会

長幹事の懇談会にまで参加

させていただき、こんなにも

クラブによって事情が違う物

なんだと改めて理解したこと

は、私にとって非常に大きな成果であったと思います。

　また、訪問させて頂いたクラブでは、大いに歓待して頂き大変

お世話になり、ありがとうございました。深謝申し上げます。

　人には、向き・不向き、得

手・不得手がありますが、私

の月信 担当は後者の方で、

人選ミスでは？と思われまし

た。もっとも、少ない当クラ

ブ会員数から考えますと仕方

のない事です。自分をわきま

え、陰になり、陰になり、少

し口は出すが邪魔にならない

ように、能力のある方が十分に力を発揮できるよう、環境作り

を心がけた１年でした。皆様お疲れ様でした。

　ガバナー公式訪問に数クラ

ブをガバナーに随行させて頂

きました。RC入会以来、初め

て他のクラブ例会に出席し、

多くの事を学ぶ良い機会とな

りました。またガバナー月信

編集委員の方々の真剣に取り

組む熱意と努力に感心し、知

人ができ、ロータリーの目的

を自分なりに多少なりとも理解し、この１年間の役職から学び

得たものを、自分のレベルアップと所属クラブの今後のロータ

リー活動に役立つように心がけたいと思います。

　行田RCの持田さんと私行

田さくらRCの齋藤と二人でガ

バナー月信の写真を担当さ

せて頂きました。 月信の表

紙の写真撮影につきましては

皆様にその撮影場所までご

足労を頂き、誠にありがとう

ございました。またガバナー

と一 緒に各クラブを訪問 致

し例会の模様を撮影させて頂きて、またその折りには大変なお

もてなしを頂きありがとうございました。この場をお借りして改

めて御礼申し上げます。

 私にとって非常に大きな成果
地区副幹事 小菅　克祥（行田）

 「月信」の写真を担当
地区副幹事 齋藤　恒（行田さくら）

 皆様お疲れ様でした
地区副幹事 馬橋　亟男（吹上）

 多くの事を学ぶ良い機会
地区副幹事 持田　日出雄（吹上）
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■ 2012 － 2013 年度地区会計報告

款 項 目 番号 決算額 予算額

[ 収入の部 ] 51,320,424 50,770,000

１．分担金 1 48,898,800 50,760,000

２．雑収入 1,738,608 10,000

①RI から運営補助金 1,108,000

②新世代特別会計より 600,000

③地区大会会計より 28,459

④利息 2,149

３．繰越金 683,016

収入合計　 51,320,424 50,770,000

[ 支出の部 ] 48,961,165 50,770,000

１．外部分担金 899,675 900,000

①ロータリー連絡費 4 346,400 360,000

②ロータリー文庫連絡費 5 553,275 540,000

２．地区管理運営費 33,594,710 33,760,000

①地区大会運営費 6 13,872,000 14,400,000

②地区協議会運営費 7 1,692,000 1,692,000

③エレクト事業費 8 755,158 1,500,000

④次年度準備会議費 9 197,975 200,000

⑤地区事務所運営費 10 8,845,335 8,100,000

⑥ガバナー月信発行費 11 4,123,770 4,200,000

⑦会議及び資料費 12 2,940,640 2,500,000

⑧雑費 13 172,040 200,000

⑨予備費 14 995,792 968,000

３．地区活動費 14,466,780 16,110,000

①クラブ奉仕部門 472,728 500,000

会員増強委員会 15 232,270 228,000

公共イメージ委員会 16 225,458 228,000

部門運営費 17 15,000 44,000

②職業奉仕部門 503,027 700,000

職業奉仕委員会 18 365,878 450,000

高校生社会体験活動委員会 19 0 100,000

部門セミナー費 20 137,149 150,000

③社会奉仕部門 793,901 800,000

クラブ支援委員会 21 0 100,000

地区事業委員会 22 529,585 500,000

部門セミナー費 23 264,316 200,000

④国際奉仕部門 239,350 450,000

クラブ支援委員会 24 0 150,000

地区事業委員会 25 101,350 150,000

部門セミナー費 26 138,000 150,000

⑤新世代部門 6,192,905 5,662,000

アクト委員会 27 360,000 792,000

青少年交換委員会 28 412,220 840,000

ライラ委員会 29 740,035 600,000

青少年活動費 30 4,520,000 3,330,000

部門セミナー費 31 160,650 100,000

⑥ロータリー財団部門 611,913 950,000

R財団推進委員会 32 155,800 100,000

R財団補助金奨学委員会 33 377,789 600,000

部門セミナー費 40 78,324 250,000

⑦米山記念奨学部門 573,650 450,000

米山記念奨学推進委員会 34 188,650 125,000

米山記念奨学学友委員会 35 129,750 125,000

部門セミナー費 36 255,250 200,000

⑧地区研修委員会 37 166,642 200,000

⑨ e-club 研究特別委員会 38 0 100,000

⑩合同役員会議 39 551,560 1,500,000

⑪通信費 50 809,002 1,000,000

⑫GSE特別会計繰入費 51 700,000 700,000

⑬地区史誌編纂会計繰入費 52 200,000 200,000

⑭雑費 53 154,086 200,000

⑮予備費 54 2,498,016 2,698,000

支出合計　 48,961,165 50,770,000

※委員会の決算に０の所がありますが、これは活動しなかったという意味ではなく、セミナー等と一緒に開催しており、費用はそちらから出たためです。
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■ 特別会計収支計算書

本年度収支差額（収入計 51,320,414 －支出計 48,961,165） 2,359,259

「ロータリー希望の風奨学金」へ寄付 1,650,000

次年度へ繰り越し 709,259

東日本大震災復興支援につきましては、「ロータリー希望の風奨学金」へのご協力をお願いして来たと
ころですが、当初希望額には達しませんでした。地区では各部門へも経費節約をお願いし、支出を抑え
その結果上記収支差額を得ました。些少ですが、前期繰越金を上回る次期繰越金を残し、その他をロー
タリー希望の風奨学金へ、寄付させて頂きます。ご理解ご協力をお願いし、決算報告とさせて頂きます。

上記の通り報告致します� 2013 年 9 月 13 日
地区財務委員長　小谷野　和博 地区財務委員　大野　栄治 　

地区財務委員　真下　恵司 　
地区幹事　　　丸岡　章二 　

監査報告
私は、国際ロータリー細則 15 条 6 節４項に基づき、国際ロータリー第 2570 地区 2012－2013 年度の会計
監査を行いました。その結果、適正なものと認めます。
　2013 年 9 月 13 日

地区会計監査　大久保　毅 　

地区義援金

収入の部 支出の部
項　目 金　額 備　考 項　目 金額 備　考

前年度繰越金 9,189,311 繰越金 9,190,347 
雑収入 1,036 

小　計　 9,190,347 小　計　 9,190,347 

GSE特別会計

収入の部 支出の部
項　目 金　額 備　考 項　目 金額 備　考

前年度繰越金 1,551,063 繰越金 2,251,290 
雑収入 227 
本会計より 700,000 

小　計　 2,251,290 小　計　 2,251,290 

新世代活動費

収入の部 支出の部
項　目 金　額 備　考 項　目 金額 備　考

前年度繰越金 2,142,939 世界平和フォーラム 600,000 
雑収入 312 繰越金 1,543,251

小　計　 2,143,251 小　計　 2,143,251 

危機管理委員会基金

収入の部 支出の部
項　目 金　額 備　考 項　目 金額 備　考

前年度繰越金 2,001,285 繰越金 2,001,605 
雑収入 320 

小　計　 2,001,605 小　計　 2,001,605 

50 周年記念誌発行基金

収入の部 支出の部
項　目 金　額 備　考 項　目 金額 備　考

前年度繰越金 3,209,782 繰越金 3,410,301 
雑収入 519 
本会計より 200,000 

小　計　 3,410,301 小　計　 3,410,301 
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■ 2012 －13 年度 ロータリー財団寄付額一覧表 
� 単位：＄

クラブ名 会員数
(7/1)

年次寄付 恒久寄付 使途指定寄付 寄付総額 年次寄付
目標額
1人100$ 実績額 目標額

1人20$ 実績額 目標額
1人50$ 実績額 目標合計額

（$） 実績 達成率
（％）

一人当たり
の寄付（$）

第
1
グ
ル
｜
プ

川越 86 4,300.00 12,086.00 0.00 2,580.00 0.00 1,720.00 4,300.00 16,386.00 381.07 140.53 
東松山 33 3,300.00 5,250.00 0.00 990.00 0.00 660.00 3,300.00 6,900.00 209.09 159.09 
小川 12 1,560.00 1,375.00 0.00 230.00 0.00 345.00 1,560.00 1,950.00 125.00 114.58 
坂戸 25 2,500.00 4,537.50 0.00 750.00 0.00 500.00 2,500.00 5,787.50 231.50 181.50 
越生毛呂 26 2,600.00 4,825.00 0.00 1,660.00 0.00 665.00 2,600.00 7,150.00 275.00 185.58 
川越小江戸 14 1,400.00 1,700.00 0.00 350.00 0.00 350.00 1,400.00 2,400.00 171.43 121.43 
川越西 15 1,500.00 525.00 0.00 290.00 0.00 200.00 1,500.00 1,015.00 67.67 35.00 
鶴ヶ島 25 2,500.00 3,725.00 0.00 665.00 0.00 660.00 2,500.00 5,050.00 202.00 149.00 
川越中央 31 3,100.00 4,855.00 0.00 975.00 0.00 650.00 3,100.00 6,480.00 209.03 156.61 
坂戸さつき 21 3,150.00 5,000.00 0.00 600.00 0.00 400.00 3,150.00 6,000.00 190.48 238.10 
東松山むさし 36 3,600.00 5,125.00 0.00 1,095.00 0.00 730.00 3,600.00 6,950.00 193.06 142.36 

第
2
グ
ル
｜
プ

朝霞 33 3,300.00 5,050.00 0.00 990.00 0.00 660.00 3,300.00 6,700.00 203.03 153.03 
志木 49 4,900.00 14,075.00 0.00 2,545.00 0.00 990.00 4,900.00 17,610.00 359.39 287.24 
富士見 49 4,900.00 6,000.00 0.00 980.00 0.00 1,960.00 4,900.00 8,940.00 182.45 122.45 
新座 26 2,600.00 2,800.00 0.00 650.00 0.00 650.00 2,600.00 4,100.00 157.69 107.69 
和光 20 2,000.00 2,475.00 0.00 585.00 0.00 390.00 2,000.00 3,450.00 172.50 123.75 
朝霞キャロット 13 1,560.00 2,650.00 0.00 325.00 0.00 325.00 1,560.00 3,300.00 211.54 203.85 
志木柳瀬川 12 1,200.00 560.00 0.00 250.00 0.00 440.00 1,200.00 1,250.00 104.17 46.67 
新座こぶし 15 1,500.00 2,350.00 0.00 435.00 0.00 290.00 1,500.00 3,075.00 205.00 156.67 

第
3
グ
ル
｜
プ

入間 39 4,387.50 5,250.00 0.00 1,170.00 0.00 790.00 4,387.50 7,210.00 164.33 134.62 
所沢 59 5,900.00 5,970.00 0.00 1,785.00 0.00 840.00 5,900.00 8,595.00 145.68 101.19 
飯能 54 5,400.00 4,700.00 0.00 2,620.00 0.00 1,080.00 5,400.00 8,400.00 155.56 87.04 
狭山 17 289.00 2,892.00 0.00 510.00 0.00 765.00 289.00 4,167.00 1,441.87 170.12 
新所沢 19 950.00 864.90 0.00 0.00 0.00 0.00 950.00 864.90 91.04 45.52 
日高 25 5,000.00 625.00 0.00 250.00 0.00 375.00 5,000.00 1,250.00 25.00 25.00 
所沢西 38 2,280.00 3,280.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,280.00 3,280.00 143.86 86.32 
新狭山 23 2,300.00 3,550.00 0.00 690.00 0.00 460.00 2,300.00 4,700.00 204.35 154.35 
所沢東 37 3,700.00 5,675.00 0.00 1,125.00 0.00 750.00 3,700.00 7,550.00 204.05 153.38 
入間南 39 3,900.00 5,850.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3,900.00 5,850.00 150.00 150.00 
所沢中央 37 3,700.00 5,250.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3,700.00 5,250.00 141.89 141.89 
狭山中央 29 2,900.00 2,475.00 0.00 885.00 0.00 590.00 2,900.00 3,950.00 136.21 85.34 

第
4
グ
ル
｜
プ

深谷 57 5,700.00 9,776.68 0.00 1,740.00 0.00 1,160.00 5,700.00 12,676.68 222.40 171.52 
本庄 73 7,300.00 9,760.20 0.00 1,460.00 0.00 2,190.00 7,300.00 13,410.20 183.70 133.70 
秩父 50 6,500.00 3,525.00 0.00 1,515.00 0.00 1,010.00 6,500.00 6,050.00 93.08 70.50 
寄居 38 5,320.00 8,194.27 0.00 770.00 0.00 1,925.00 5,320.00 10,889.27 204.69 215.64 
児玉 9 900.00 1,750.00 0.00 330.00 0.00 220.00 900.00 2,300.00 255.56 194.44 
岡部 18 3,600.00 3,250.00 0.00 540.00 0.00 360.00 3,600.00 4,150.00 115.28 180.56 
深谷東 71 7,100.00 6,020.41 0.00 2,450.00 0.00 5,900.00 7,100.00 14,370.41 202.40 84.79 
川本 11 1,100.00 569.25 0.00 282.70 0.00 286.55 1,100.00 1,138.50 103.50 51.75 
皆野・長瀞 12 1,800.00 3,625.00 0.00 375.00 0.00 250.00 1,800.00 4,250.00 236.11 302.08 
本庄南 20 2,000.00 1,625.00 0.00 600.00 0.00 400.00 2,000.00 2,625.00 131.25 81.25 
深谷ノース 33 3,630.00 2,700.00 0.00 0.00 0.00 5,920.00 3,630.00 8,620.00 237.47 81.82 

第
5
グ
ル
｜
プ

熊谷 89 8,900.00 4,550.00 0.00 0.00 0.00 1,820.00 8,900.00 6,370.00 71.57 51.12 
行田 56 5,600.00 6,750.00 0.00 1,650.00 0.00 1,100.00 5,600.00 9,500.00 169.64 120.54 
羽生 42 1,092.00 4,075.00 0.00 1,245.00 0.00 830.00 1,092.00 6,150.00 563.19 97.02 
加須 37 3,700.00 5,175.00 0.00 1,080.00 0.00 720.00 3,700.00 6,975.00 188.51 139.86 
熊谷西 13 1,300.00 325.00 0.00 195.00 0.00 130.00 1,300.00 650.00 50.00 25.00 
行田さくら 42 5,040.00 6,950.00 0.00 2,290.00 0.00 860.00 5,040.00 10,100.00 200.40 165.48 
熊谷東 31 4,650.00 3,275.00 0.00 945.00 0.00 640.00 4,650.00 4,860.00 104.52 105.65 
吹上 12 600.00 6,600.00 0.00 360.00 0.00 0.00 600.00 6,960.00 1,160.00 550.00 
熊谷籠原 27 3,510.00 2,150.00 0.00 1,810.00 0.00 540.00 3,510.00 4,500.00 128.21 79.63 
熊谷南 25 2,500.00 2,275.00 0.00 1,765.00 0.00 510.00 2,500.00 4,550.00 182.00 91.00 

合　計 1723 174,018.50 224,266.21 0.00 47,382.70 0.00 45,006.55 174,018.50 316,655.46 181.97 130.16 

会員数：目標設定時の2012年７月１日現在の予定数
資　料：2570地区2012－13年度ホームページ
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■ 2012 －13 年度 ロータリー財団特別寄付認証者リスト

クラブ名 ポールハリスフェロー マルチプルポールハリスフェロー ベネファクター メジャードナー

第
1
グ
ル
｜
プ

川越 石井 照典 三室戸 東光 池袋 賢一 相原 茂吉 岩堀 和久
東松山 中里 協弘
小川 松矢 紀吉 鈴関 成昭
坂戸
越生毛呂 宮寺 守正 金井 正 小山 好一 横沢 洋司
川越小江戸 福山 健朗
川越西
鶴ヶ島 宮前 典子 中嶌 清
川越中央 山崎 正博 久保田 一男 中野 俊明 梅田 章夫 間中 康夫 鎌田 政稔
坂戸さつき 上原 孝子 藤村 美環 藤村 龍至 円谷 幸子 永森 円拡 藤村 龍至 円谷 幸子 松本 光司
東松山むさし

第
2
グ
ル
｜
プ

朝霞 田原 一郎 上野 光男
志木 三上 隆俊 吉原 正 小泉 市朗 斉藤 紀雄 高野 邦夫 山村 昭康
富士見 斉藤 重治 阿部 晋一郎 斉藤 正司 栗原 平 塩野 芳雄
新座
和光 鎌田 良昭
朝霞キャロット 大澤 衞
志木柳瀬川
新座こぶし 戸高 健司 小島 武

第
3
グ
ル
｜
プ

入間 齋藤 栄作 上野 弘勝 西山 祐三 齋藤 金作
所沢 新藤 隆一 細野 達男 中井 眞一郎
飯能 山岸 敬司 吉田 健 大附 富義
狭山 田口 伸一 岩崎 徳雄
新所沢
日高 花家 孝之
所沢西 内田 学 宮岡 實
新狭山 小原 茂
所沢東
入間南 新野 晴之 西澤 正夫 友山 信之 石川 伸一 荻野 静次 中島 毅 鈴木 豊士
所沢中央 石田 善雄
狭山中央 田中 京子

第
4
グ
ル
｜
プ

深谷 寺山 良子 徳間 寛子 木村 葉子 柴﨑 典一
本庄 岡芹 正美 高柳 育行
秩父
寄居 小宮 俊光
児玉
岡部 井上 敏夫
深谷東 武田 哲
川本
皆野・長瀞 小林 一夫
本庄南
深谷ノース 橋本 次夫

第
5
グ
ル
｜
プ

熊谷
行田 境野 登章 鈴木 貴大 武笠 毅
羽生 安野 正樹 中嶋 理恵子
加須 梅沢 三男
熊谷西
行田さくら 小澤 健一 矢澤 大和 島崎 義春
熊谷東 野中 弘之
吹上 上岡 常浩 鈴木  秀憲
熊谷籠原 中村 定弘
熊谷南 井上 哲孝 渡邊 藤男

資　料：国際ロータリー日本事務局財団室
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■ 2012 －13 年度 米山記念奨学会寄付額一覧表
� 　2013年６月30日現在　単位：円

クラブ 会員数 普通寄付単価 普通寄付 特別寄付 今期合計 平均寄付額

第
1
グ
ル
｜
プ

川越 86 6,000 516,000 820,000 1,336,000 15,534
東松山 33 8,000 264,000 480,000 744,000 22,545
小川 11 10,000 115,000 90,000 205,000 18,636
坂戸 24 4,000 98,000 195,000 293,000 12,208
越生毛呂 27 6,000 159,000 300,000 459,000 17,000
川越小江戸 14 4,000 56,000 0 56,000 4,000
川越西 14 4,000 58,000 100,000 158,000 11,285
鶴ヶ島 27 6,000 159,000 130,000 289,000 10,703
川越中央 34 6,000 195,000 400,000 595,000 17,500
坂戸さつき 20 6,000 120,000 230,000 350,000 17,500
東松山むさし 37 6,000 219,000 165,000 384,000 10,378

第
2
グ
ル
｜
プ

朝霞 33 4,000 132,000 450,000 582,000 17,636
志木 50 6,000 297,000 1,350,000 1,647,000 32,940
富士見 49 6,000 294,000 600,000 894,000 18,244
新座 26 6,000 156,000 200,000 356,000 13,692
和光 19 4,000 78,000 220,000 298,000 15,684
朝霞キャロット 13 6,000 78,000 194,000 272,000 20,923
志木柳瀬川 13 1,000 13,000 175,000 188,000 14,461
新座こぶし 14 4,000 58,000 180,000 238,000 17,000

第
3
グ
ル
｜
プ

入間 38 4,000 156,000 440,000 596,000 15,684
所沢 60 5,000 297,000 400,000 697,000 11,616
飯能 54 4,000 216,000 200,000 416,000 7,703
狭山 17 4,000 68,000 0 68,000 4,000
新所沢 19 0 0 180,000 180,000 9,473
日高 26 4,000 102,000 160,000 262,000 10,076
所沢西 38 4,000 152,000 200,000 352,000 9,263
新狭山 23 7,000 161,000 300,000 461,000 20,043
所沢東 38 6,000 225,000 370,000 595,000 15,657
入間南 39 4,000 156,000 340,000 496,000 12,717
所沢中央 38 4,000 150,000 350,000 500,000 13,157
狭山中央 30 4,000 118,000 700,000 818,000 27,266

第
4
グ
ル
｜
プ

深谷 59 6,000 348,000 495,000 843,000 14,288
本庄 73 7,000 511,000 660,000 1,171,000 16,041
秩父 51 6,000 303,000 1,200,000 1,503,000 29,470
寄居 39 6,000 231,000 220,000 451,000 11,564
児玉 12 4,000 42,000 0 42,000 3,500
岡部 18 4,000 72,000 328,000 400,000 22,222
深谷東 74 4,000 290,000 300,000 590,000 7,972
川本 11 4,000 44,000 100,000 144,000 13,090
皆野・長瀞 13 4,000 50,000 400,000 450,000 34,615
本庄南 20 4,000 80,000 250,000 330,000 16,500
深谷ノース 35 4,000 136,000 0 136,000 3,885

第
5
グ
ル
｜
プ

熊谷 93 6,000 546,000 580,000 1,126,000 12,107
行田 55 4,000 220,000 500,000 720,000 13,090
羽生 41 4,000 166,000 200,000 366,000 8,926
加須 35 4,000 144,000 377,000 521,000 14,885
熊谷西 12 6,000 75,000 0 75,000 6,250
行田さくら 44 4,000 172,000 430,000 602,000 13,681
熊谷東 32 6,000 189,000 0 189,000 5,906
吹上 12 4,000 48,000 400,000 448,000 37,333
熊谷籠原 27 6,000 162,000 170,000 332,000 12,296
熊谷南 26 4,000 102,000 100,000 202,000 7,769
2570その他 0 0 0 0 0

合　計 1746 8,797,000 16,629,000 25,426,000 14,562

資　料：（財）ロータリー米山記念奨学会
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■ 2012 －13 年度 米山記念奨学会特別寄付認証者リスト

クラブ 米山功労者 米山功労者マルチプル 米山功労者メジャードナー

第
1
グ
ル
｜
プ

川越 西川 孝博 馬場 常正� （9）相原 茂吉� （3）井上 實� （3）
町田 伊勢男�（3）三室戸 東光� （4）吉﨑 秀夫� （4）

東松山 金子 和義� （5）伊田登喜三郎�（2）真下 和男� （8）
小川 松矢 紀吉 大塚 良助 戸口 勝美 片桐 義雄� （4）
坂戸 木村 公一� （4） 小川 勇美
越生毛呂 宮永 優美 宮寺 守正� （2）
川越小江戸
川越西 田村 隆� （5）
鶴ヶ島
川越中央 飯島 繁文� （3）澤田 修� （4）
坂戸さつき 斉藤 茂子 野口 浩之
東松山むさし 大戸久一

第
2
グ
ル
｜
プ

朝霞 遠藤 松太郎�（4）池田 友成� （5）栗原 宏介� （6）
橋本 芳博� （2）橋本 啓一� （6）

志木 小林 八郎 吉原 正 髙橋 健一郎�（2）内山 純夫� （2）上原 実� （2）西川 武重郎
小泉 市朗� （3）山村 昭康� （4）

富士見 桑原 福治 柳田 政男 山城 盛� （2）下山 定夫� （4）阿部 晋一郎�（5）
深谷 雅良� （5）

新座
和光 石井 彰� （3） 鈴木 勲二 宮内 邦雄
朝霞キャロット 醍醐 清 高橋 茂夫 陶山 憲裕
志木柳瀬川 醍醐 治江� （3）
新座こぶし 小島 武� （8）戸髙 健司� （2）

第
3
グ
ル
｜
プ

入間 齋藤 栄作� （2）平岡 達也� （4）
所沢 石井 正太郎 當眞 正純� （3）増田 武英� （3）
飯能 大野 康 間邉 元幸� （2）
狭山
新所沢 藤木 信子� （2）
日高 奥田 俊介 引間 豊 武藤 和雄 犬竹 一浩� （3）清水 吉三� （4）井上 紋理雄�（4）

土肥 紋子 石井 幸良� （4）高木 泰文� （4）花家 孝之� （7）
所沢西 室伏 秀樹� （2）
新狭山 西澤 長次� （2）吉森 里和� （5）田口 孝志� （4）
所沢東
入間南 吉田 譲二� （3）澤田 廣造� （4）
所沢中央 石田 善雄 塚本 令治� （3）
狭山中央 中谷 和美 若松 泰誼� （2）柴田 譲� （5） 小澤 泰衞 寶積 克彦

第
4
グ
ル
｜
プ

深谷 吉田 文江 佐山 慶子 徳間 寛子� （4）菊地 信勝� （4）木村 葉子� （6）
本庄 坂本 優蔵 浅香 匡 高柳 育行� （8）
秩父 井上 豊 金子 千侍 葭田 秀夫
寄居 小宮 俊光 小泉 清久� （2）柴 正� （3）
児玉
岡部 吉田 恒
深谷東 新井 直己� （3）
川本 芳賀 惇� （4）
皆野・長瀞 長岡 倉雄� （9） 宮前 英雄 佐川 茂
本庄南 小松 政敏� （2） 戸谷 全克
深谷ノース

第
5
グ
ル
｜
プ

熊谷 佐藤 晴一 本塚 雄一郎�（2）長谷川 恒一� （3）富岡 清� （4）小林 熊二
行田 古沢 勇治� （2）中島 捷二� （2）山本 憲作� （3）

大久保 毅� （4）湯本 茂作� （9）
羽生 平野 賢治 増田 賢治
加須 馬場 弘寿 加庭 有樹 千津井 保夫�（3）高野 勝良� （3）黒巣 泰明� （3）

並木 啓政� （4）湯橋 十善� （4）
熊谷西
行田さくら 田島 博夫 神田 日出雄 阿部 秀二郎 松本 健一� （3）松岡 圀男� （4）

半田 太
熊谷東
吹上 鈴木 秀憲
熊谷籠原
熊谷南 新井 正一

資　料：（財）ロータリー米山記念奨学会
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■ 2012 －13 年度 世界社会奉仕（World Community Service) 事業実績
（単位：円）

№ クラブ名 会員 寺子屋 地雷

第
1
グ
ル
｜
プ

1 川越 86 91,371 43,500
2 東松山 30 16,500 33,000
3 小川 11 0 0
4 坂戸 24 0 0
5 越生毛呂 25 0 0
6 川越小江戸 14 14,000 14,000
7 川越西 12 0 13,000
8 鶴ヶ島 28 12,500 12,500
9 川越中央 34 5557 0
10 坂戸さつき 20 20,000 20,000
11 東松山むさし 37 10,000 20,000

第
2
グ
ル
｜
プ

12 朝霞 32 5,000 5,000
13 志木 49 31,075 51,000
14 富士見 50 0 24,500
15 新座 27 30,000 26,000
16 和光 12 18,000 18,000
17 朝霞キャロット 13 5,000 13,000
18 志木柳瀬川 13 20,000 20,000
19 新座こぶし 11 7,000 10,000

第
3
グ
ル
｜
プ

20 入間 39 2,643 39,000
21 所沢 60 183,765 0
22 飯能 57 27,000 27,000
23 狭山 12 0 0
24 新所沢 16 0 0
25 日高 25 0 0
26 所沢西 37 20,000 20,000
27 新狭山 21 14,000 23,000
28 所沢東 37 50,000 50,000
29 入間南 39 0 39,000
30 所沢中央 35 0 0
31 狭山中央 34 0 0

第
4
グ
ル
｜
プ

32 深谷 58 ＊ ＊
33 本庄 71 50,000 50,000
34 秩父 52 30,190 51,000
35 寄居 38 0 0
36 児玉 11 0 0
37 岡部 18 ＊360,243 0
38 深谷東 80 ＊ ＊
39 川本 11 ＊ ＊
40 皆野・長瀞 12 3,900 6,500
41 本庄南 19 0 0
42 深谷ノース 35 ＊ ＊

第
5
グ
ル
｜
プ

43 熊谷 91 0 93,000
44 行田 54 10,000 10,000
45 羽生 43 0 0
46 加須 32 0 0
47 熊谷西 11 5,000 5,000
48 行田さくら 41 20,000 40,000
49 熊谷東 31 0 0
50 吹上 10 10,000 10,000
51 熊谷籠原 27 13,000 27,000
52 熊谷南 23 0 0

合　計 1708 1,085,744 814,000

＊	岡部 RCに表示の金額は、
	 深谷、岡部、深谷東、川本、深谷ノースの合計金額。

会　員：2013 年 6月末日現在の会員数

会員 寺子屋 地雷

今 年 度 合 計 1,708 1,085,744 814,000 
前年度繰越金 581,008 563,449
合 計 1,666,752 1,377,449
今年度支援金 ＊960,243 ＊643,000
振 込 料 500 400
今年度支払金 960,743 643,400
次年度繰越金 706,009 734,049

＊今年度支援金の内訳
ネパール 寺子屋 360,243 さいたまユネスコ協会
ミャンマー大使館 寺子屋 300,000 ミャンマー大使館
アフガニスタン 地雷 300,000 難民を助ける会
フィリピン 寺子屋 300,000 バギオノースRC
タイ 地雷 343,000 シーロムRC

地　雷：地雷被害者への障害者自立支援金
寺子屋：世界寺子屋運動（ネパールの学校建設への支援金）
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■ 2012 － 2013 年度 優秀クラブ

出席率優秀クラブ
順位 クラブ名 年度末会員数（人） 出席率（％）

1 狭山 12 100.00
2 所沢中央 35 95.08
3 志木 49 94.44

会員増強クラブ
順位 クラブ名 年度初（人） 年度末（人） 純増数（人）

1 深谷東 71 80 9
2 狭山中央 29 34 5
3 川越中央 31 34 3
3 飯能 54 57 3

ロータリー財団寄付貢献優秀クラブ� （単位：＄）

順位 クラブ名 １人当たり寄付額

1 吹上 550.00 
2 皆野・長瀞 302.08 
3 志木 287.24 
4 坂戸さつき 238.10 
5 寄居 215.64 

米山記念奨学会寄付貢献クラブ� （単位：円）

順位 クラブ名 平均寄付額

1 吹上 37,333
2 皆野・長瀞 34,615
3 志木 32,940
4 秩父 29,470
5 狭山中央 27,266

■地区補助金申請一覧
（単位：＄）

クラブ名 プロジェクト名 総予算額 補助金申請額

志木柳瀬川 福祉作業所に大正琴贈呈 1,937 1,500 
坂戸 介助型車いす贈呈事業 1,670 1,500 
熊谷東 インド寺子屋への自動ミシン導入支援 1,876 1,500 
川越 休息用ベンチの寄贈 2,126 1,000 
川越小江戸 山吹苗木植栽事業 1,378 1,000 
川越中央 熱射病予防用日除けテント寄贈 1,913 1,000 
行田さくら キタミソウ生息地観察用ベンチ寄贈 7,875 1,000 
入間 ヒノキ丸太ベンチ寄贈 1,400 1,300 
本庄 視覚障害者支援事業 2,660 1,300 
本庄南 月見草群生地再生事業 4,446 1,500 
羽生 車椅子利用者用記載台寄贈 1,372 1,300 
和光 特別支援学校へ非常時対応支援事業 1,576 1,500 
行田 セーフティウォーカー寄贈事業 1,225 1,200 
深谷 街路を花で飾る環境美化事業 7,300 1,500 

補助金申請額　計　 18,100
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■第 42 期 青少年交換学生

■第 43 期 青少年交換学生

■インターアクトクラブ

■ローターアクトクラブ

派遣学生
氏名 スポンサークラブ 派遣先

江野　桃花� （女） 秩父 ブラジル	 4420地区
柳井　美花� （女） 本庄南・本庄 台湾	 3480/3500地区
滝瀬　晏子� （女） 吹上・行田・行田さくら インドネシア	 3400地区
鏡　由紀乃� （女） 岡部・深谷東・深谷ノース メキシコ	 4150地区
山口　直幸� （男） 志木 ブラジル	 4420地区

来日学生
　氏名 出身国 ホストクラブ

 Eric Seiti Sagra� （男） ブラジル 秩父
 Chiao CHANG� （女） 台湾 川越
 Chiao-En HUNG� （女） 台湾 本庄南・本庄
 Almeida Navarro Diego Alejandro� （男） メキシコ 岡部・深谷東・深谷ノース
 Thaylakatharyna Batilochi Bizarro� （女） ブラジル 志木
 Nurani Salikha� （女） インドネシア 吹上・行田・行田さくら

派遣学生
氏名 スポンサークラブ 派遣先

新井　空良� （女） 東松山・小川 ブラジル	 4420地区
柳　琳久� （男） 所沢 フランス	 1710地区
蓮見　世奈� （女） 羽生 カナダ	 5080地区
鏡　堅太郎� （男） 深谷 台湾	 3480地区

来日学生
　氏名 出身国 ホストクラブ

Pei-Yu HUANG� （女） 台湾 深谷
Tobin Carlson� （女） アメリカ 羽生
VERZIER Sabine� （女） フランス 所沢
Pietra Felipe Kudo� （女） ブラジル 東松山・小川

学校名 提唱クラブ 創立日

星野高等学校 川越 1965年 9月17日
大妻嵐山高等学校 小川 1975年 4月24日
正智深谷高等学校 深谷 1985年 6月23日
羽生第一高等学校 羽生 1987年 5月31日
西武学園文理高等学校 新狭山 1989年 2月10日
埼玉平成高等学校 越生毛呂 1989年10月 9日
細田学園高等学校 志木 1990年 1月19日
狭山ヶ丘高等学校 入間南 1992年 6月 8日
和光国際高等学校 和光 1992年 6月19日

クラブ名 提唱クラブ 学校名

川越 川越 川越市的場北1-13-1東京国際大学内
淑徳 富士見 入間郡三芳町藤久保1150-1　淑徳大学内
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■ロータリー財団 国際親善奨学生（2013 －14 年度派遣）

■ロータリー財団 国際親善奨学候補生（2014 －15 年度派遣）

地区補助金奨学候補生
氏名 希望留学先 勤務先/大学 推薦クラブ 顧問ロータリアン

五郎　有歩� （女）イギリス デモンフォート大学 （株）生活科学運営 富士見 吉原　孝好

グローバル補助金奨学候補生
氏名 希望留学先 勤務先/大学 推薦クラブ 顧問ロータリアン

角田　志貴保� （女）スイス ジュネーブ国際開発高等研究所 国際協力機構（JICA) 志木 國分　学

地区補助金奨学生
氏名 留学国 留学教育機関 推薦クラブ 顧問ロータリアン

小暮　光代� （女）イギリス ロンドン大学 深谷 國松　隆之
松崎　敦� （男）イギリス オックスフォード大学 熊谷 石垣　伸明

グローバル補助金奨学生
氏名 留学国 留学教育機関 推薦クラブ 顧問ロータリアン

柳田　有紀� （女）アメリカ コロンビア大学 本庄 高柳　育行

■ 2013 年度 米山記念奨学生

新奨学生
氏名 国籍 大学名 課程 世話クラブ カウンセラー

任　菊熙 （イム　クッヒ）� （女）韓国釜山 大東文化大学 修士 富士見 横田　昌則
洪　美花 （コウ　ミカ）� （女）中国吉林 東京国際大学 修士 川越 石井　照典
朴　昭恩 （パク　ソウン）� （女）韓国仁川 東京国際大学 学部 東松山 杉田　光夫
李　婷婷 （リ　テイテイ）� （女）中国山東 城西大学 修士 新所沢 篠塚　文雄
陳　　希 （チン　キ）� （女）中国吉林 早稲田大学 修士 所沢 三上　誠
裴　　濤 （ハイ　トウ）� （男）中国河北 早稲田大学 修士 本庄 狩野　輝昭
マイ・ツン・リン� （男）ベトナム 駿河台大学 学部 飯能 市川　洋太郎
スヘバートル　ジャウフラント� （女）モンゴル 西武文理大学 学部 入間 吉沢　誠十
曾　葦佳 （ソ　イカ）� （女）台湾台北 尚美学園大学 学部 和光 高木　茂
単　体香 （タン　タイコウ）� （女）中国山東 十文字学園大学 学部 志木 武藤　典夫
ヴ・チァン・チェン� （男）ベトナム 埼玉大学 学部 熊谷 森田　光春
金　兌煥 （キム　テファン）� （男）韓国ソウル 埼玉工業大学 学部 吹上 鈴木　秀憲

継続奨学生
氏名 国籍 大学名 課程 世話クラブ カウンセラー

崔　麗梅 （サイ　レイバイ）� （女）中国　吉林省 東京国際大学 学部 越生毛呂 丸山　公晴
邱　恩平 （キュウ　オンピン）� （女）台湾台北 東京国際大学 学部 新狭山 大野　裕明
バーラスブラマニエン，シバクマール�（男）インド 東洋大学 博士 朝霞キャロット 陶山　憲裕
李　彰美 （イ　チャンミン）� （女）韓国釜山市 立教大学 博士 新座こぶし 戸高　健司
劉　相琳 （リュウ　ショウリン）� （男）中国山東省青島 埼玉工業大学 修士 深谷 滝澤　常昭
金　强重 （キム　ガンジュン）� （男）韓国大邱市 西武文理大学 学部 狭山中央 中谷　和美
黄　ボラ （ファン　ボラ）� （女）韓国江原道 埼玉大学 学部 熊谷南 高田　直樹
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■姉妹クラブ一覧 ■友好クラブ一覧

■国際ロータリー 2012 －13 年度 表彰

クラブ名 友好クラブ名

川越 西セーレム アメリカ（D5100）
坂戸 台湾三重東 台湾 （D3480）
新座 西那須野 日本 （D2550）
所沢中央 甲府シティ 日本 （D2620）
皆野長瀞 横浜金沢 日本 （D2590）
行田さくら 東京小金井さくら 日本 （D2750）

水戸さくら 日本 （D2820）
京都さくら 日本 （D2650）

資　料：2570地区2012－2013年度　ホームページ

クラブ名 姉妹クラブ名 締結年月日

川越 台北西北 台湾 （D3480） 1973年 7月 1日
若　狭 日本 （D2650） 1991年11月12日

川越小江戸 若　狭 日本 （D2650） 1991年11月12日
川越西 若　狭 日本 （D2650） 1991年11月12日
川越中央 若　狭 日本 （D2650） 1991年11月12日
鶴ヶ島 台北艋舺 台湾 （D3480） 1988年 1月24日
朝霞 宜　蘭 台湾 （D3490） 1975年 3月21日
志木 小　諸 日本 （D2600） 1974年10月25日
和光 大館南 日本 （D2540） 1980年 3月20日

上　市 日本 （D2610） 1980年 3月20日
台中大屯 台湾 （D3460） 1983年 6月23日
ロングビューヌーン アメリカ （D5020） 1990年 5月 6日
ロングビューモーニング アメリカ （D5020） 1990年 5月 6日
ケルソー アメリカ （D5020） 1990年 5月 6日

飯能 東清州 韓国 （D3730） 1970年 6月24日
新所沢 スカボロー オーストラリア（D9450） 1991年 7月 1日
所沢西 吉　安 台湾 （D3490） 1988年12月 6日
日高 堤　川 韓国 （D3740） 1987年 6月25日
新狭山 ソウル新羅 韓国 （D3650） 1992年 5月27日
所沢東 坪　村 韓国 （D3750） 2004年 2月12日
狭山中央 忠　武 韓国 （D3720） 1993年11月 6日
深谷 チャンギ シンガポール（D3310） 1988年 6月30日
秩父 新　營 台湾 （D3470） 1970年11月24日
深谷東 八　達 韓国 （D3750） 1992年 3月 4日
深谷ノース スカボロー オーストラリア（D9450） 2001年11月24日

バギオノース フィリピン （D3790） 2002年 2月22日
シンブリ・ビーラチョン タイ （D3350） 2004年 1月20日
シーロム タイ （D3350） 2004年 1月24日
白河西 日本 （D2530） 2011年 6月19日

行田 白　河 日本 （D2530） 1999年 5月20日
台北城中 台湾 （D3480） 2000年11月 4日
桑名北 日本 （D2630） 2008年 6月 7日

羽生 バギオ フィリピン （D3790） 1968年10月15日
熊谷東 ケンブリッジ オーストラリア（D9450） 1996年 6月 5日
熊谷南 アッパーヤラ オーストラリア（D9810） 2002年 4月 8日

ミンスク ベラルーシ （D2230） 2004年 6月 8日

資　料：2570地区2012－2013年度　ホームページ

職業奉仕リーダーシップ賞

細井 保雄（行田さくら）

会員増強推進活動の表彰

深谷東ロータリークラブ

会員増強・拡大賞

狭山中央ロータリークラブ・熊谷ロータリークラブ

小規模クラブ会員増加の表彰

児玉ロータリークラブ
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５月度出席率・会員数報告 ６月度出席率・会員数報告

クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川越 4 85.6 82.0 86 86 0 1 4 4 -1 0 0
東松山 4 66.1 75.8 33 30 0 2 1 4 -2 -3 1
小川 4 70.5 70.7 12 11 0 0 0 1 0 -1 1
坂戸 4 88.0 89.8 25 24 0 3 3 4 -3 -1 0
越生毛呂 4 77.0 77.7 26 25 0 2 1 2 -2 -1 3
川越小江戸 4 100.0 93.2 14 14 0 0 0 0 0 0 0
川越西 4 71.2 81.8 15 12 0 1 0 3 -1 -3 0
鶴ヶ島 4 89.0 85.1 26 28 0 0 3 1 0 2 2
川越中央 4 90.5 88.1 31 34 0 0 3 0 0 3 0
坂戸さつき 4 66.3 68.8 20 20 0 0 0 0 0 0 4
東松山むさし 3 86.7 87.6 36 37 0 0 1 0 0 1 4

小 計 81.0 81.9 324 321 0 9 16 19 -9 -3 15

朝霞 4 97.4 92.7 33 32 0 0 0 1 0 -1 0
志木 4 96.0 94.4 49 49 0 1 4 4 -1 0 0
富士見 4 86.4 90.0 49 50 1 0 2 1 1 1 0
新座 4 81.7 87.5 26 27 0 0 1 0 0 1 2
和光 4 78.8 86.7 20 12 0 6 0 8 -6 -8 2
朝霞キャロット 4 96.2 92.4 13 13 0 0 1 1 0 0 0
志木柳瀬川 3 92.3 92.2 12 13 0 0 1 0 0 1 4
新座こぶし 4 84.6 84.2 15 11 0 2 0 4 -2 -4 1

小 計 89.2 90.0 217 207 1 9 9 19 -8 -10 9

入間 4 81.8 84.9 39 39 1 1 3 3 0 0 2
所沢 4 94.0 87.2 59 60 0 0 6 5 0 1 4
飯能 4 96.5 92.7 54 57 3 0 3 0 3 3 0
狭山 4 100.0 100.0 17 12 0 5 0 5 -5 -5 0
新所沢 4 83.3 84.6 19 16 0 4 1 4 -4 -3 1
日高 4 71.0 79.0 25 25 0 0 1 1 0 0 3
所沢西 4 86.6 86.8 38 37 0 4 3 4 -4 -1 1
新狭山 4 85.9 88.1 23 21 0 2 1 3 -2 -2 0
所沢東 4 87.3 86.5 37 37 1 2 3 3 -1 0 3
入間南 4 92.9 94.2 39 39 0 0 1 1 0 0 0
所沢中央 4 95.2 95.1 37 35 0 3 2 4 -3 -2 0
狭山中央 4 87.1 88.5 29 34 0 1 6 1 -1 5 6

小 計 88.5 89.0 416 412 5 22 30 34 -17 -4 20

深谷 4 87.9 84.1 57 58 0 0 2 1 0 1 9
本庄 4 75.5 80.0 73 71 0 4 3 5 -4 -2 7
秩父 4 83.2 83.2 50 52 0 0 4 2 0 2 0
寄居 4 81.6 79.2 38 38 0 0 2 2 0 0 0
児玉 4 54.2 58.5 9 11 0 0 3 1 0 2 0
岡部 3 81.3 83.6 18 18 0 0 0 0 0 0 2
深谷東 4 73.9 72.1 71 80 4 1 10 1 3 9 0
川本 4 87.0 85.1 11 11 0 0 0 0 0 0 0
皆野・長瀞 4 89.6 88.0 12 12 0 1 1 1 -1 0 1
本庄南 4 82.9 85.9 20 19 0 1 0 1 -1 -1 0
深谷ノース 4 91.4 83.7 33 35 0 0 3 1 0 2 0

小 計 80.8 80.3 392 405 4 7 28 15 -3 13 19

熊谷 4 76.8 78.2 89 91 0 2 5 3 -2 2 3
行田 4 68.5 75.2 55 54 0 1 1 2 -1 -1 4
羽生 4 80.6 80.2 42 43 1 0 5 4 1 1 3
加須 4 72.2 80.9 37 31 0 3 0 6 -3 -6 0
熊谷西 3 73.3 69.5 13 11 0 1 0 2 -1 -2 0
行田さくら 3 76.9 78.0 42 41 0 3 2 3 -3 -1 0
熊谷東 4 91.1 92.1 31 31 0 0 2 2 0 0 2
吹上 4 93.7 93.4 12 10 0 1 0 2 -1 -2 0
熊谷籠原 4 86.1 90.8 27 27 0 0 0 0 0 0 0
熊谷南 4 59.6 57.4 25 23 0 2 1 3 -2 -2 1

小 計 77.9 79.6 373 362 1 13 16 27 -12 -11 13

クラブ会員数
83.3 84.0 

1722 1707 11 60 99 114 -49 -15

女 性 会 員 数 74 76 1 3 10 8 -2 2

クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川越 4 78.8 81.7 86 87 0 0 4 3 0 1 0
東松山 3 77.4 76.7 33 32 0 0 1 2 0 -1 1
小川 5 74.0 70.8 12 11 0 0 0 1 0 -1 1
坂戸 5 84.8 90.0 25 27 0 0 3 1 0 2 0
越生毛呂 4 76.1 77.8 26 27 0 0 1 0 0 1 3
川越小江戸 3 90.0 92.5 14 14 0 0 0 0 0 0 0
川越西 4 72.0 82.8 15 13 0 0 0 2 0 -2 0
鶴ヶ島 4 86.0 84.8 26 28 0 0 3 1 0 2 2
川越中央 3 90.1 87.8 31 34 0 0 3 0 0 3 0
坂戸さつき 4 63.8 69.0 20 20 0 0 0 0 0 0 4
東松山むさし 4 91.0 87.7 36 37 0 0 1 0 0 1 4

小 計 80.4 82.0 324 330 0 0 16 10 0 6 15

朝霞 4 92.4 92.3 33 32 0 1 0 1 -1 -1 0
志木 4 98.3 94.3 49 50 0 1 4 3 -1 1 0
富士見 4 93.9 90.4 49 49 0 0 1 1 0 0 0
新座 4 79.8 88.0 26 27 1 0 1 0 1 1 2
和光 4 81.5 87.4 20 18 0 0 0 2 0 -2 2
朝霞キャロット 3 87.2 92.1 13 13 0 0 1 1 0 0 0
志木柳瀬川 4 92.3 92.2 12 13 0 0 1 0 0 1 4
新座こぶし 4 92.3 84.2 15 13 0 0 0 2 0 -2 2

小 計 89.7 90.1 217 215 1 2 8 10 -1 -2 10

入間 4 89.3 85.2 39 39 0 0 2 2 0 0 1
所沢 4 86.4 86.6 59 60 3 0 6 5 3 1 4
飯能 0 96.9 92.4 54 54 0 0 0 0 0 0 0
狭山 4 100.0 100.0 17 17 0 0 0 0 0 0 0
新所沢 4 85.7 84.8 19 20 1 0 1 0 1 1 1
日高 4 72.4 79.7 25 25 0 0 1 1 0 0 3
所沢西 4 84.1 86.8 38 41 0 0 3 0 0 3 1
新狭山 3 84.4 88.3 23 23 0 1 1 1 -1 0 0
所沢東 4 87.5 86.4 37 38 0 0 2 1 0 1 3
入間南 4 87.5 94.3 39 39 0 0 1 1 0 0 0
所沢中央 3 97.6 95.1 37 38 0 0 2 1 0 1 0
狭山中央 4 85.7 88.6 29 35 5 0 6 0 5 6 6

小 計 88.1 89.0 416 429 9 1 25 12 8 13 19

深谷 4 89.2 83.8 57 58 0 0 2 1 0 1 9
本庄 5 81.2 80.4 73 75 0 0 3 1 0 2 8
秩父 4 85.2 83.2 50 52 1 0 4 2 1 2 0
寄居 4 82.9 79.0 38 38 0 1 2 2 -1 0 0
児玉 3 52.8 58.9 9 11 0 0 3 1 0 2 0
岡部 4 79.7 83.8 18 18 0 0 0 0 0 0 2
深谷東 3 80.4 71.9 71 77 0 0 6 0 0 6 0
川本 3 75.0 84.9 11 11 0 0 0 0 0 0 0
皆野・長瀞 4 85.4 87.8 12 13 0 0 1 0 0 1 1
本庄南 3 93.0 86.2 20 20 0 0 0 0 0 0 0
深谷ノース 3 97.0 83.0 33 35 0 0 3 1 0 2 0

小 計 82.0 80.3 392 408 1 1 24 8 0 16 20

熊谷 4 68.8 78.3 89 93 0 0 5 1 0 4 3
行田 5 76.0 75.8 55 55 0 0 1 1 0 0 4
羽生 3 82.5 80.1 42 42 1 0 4 4 1 0 3
加須 4 82.9 81.7 37 34 0 0 0 3 0 -3 1
熊谷西 2 63.3 69.1 13 12 0 0 0 1 0 -1 0
行田さくら 4 74.6 78.1 42 44 0 0 2 0 0 2 0
熊谷東 4 93.8 92.2 31 31 0 1 2 2 -1 0 2
吹上 4 95.5 93.4 12 11 0 1 0 1 -1 -1 0
熊谷籠原 4 96.3 91.2 27 27 0 0 0 0 0 0 0
熊谷南 4 55.8 57.2 25 25 0 1 1 1 -1 0 1

小 計 78.9 79.7 373 374 1 3 15 14 -2 1 14

クラブ会員数
83.7 84.1 

1722 1756 12 7 88 54 5 34

女 性 会 員 数 74 78 3 0 9 5 3 4

資　料：2570 地区 2012 － 2013 年度　ホームページ

女
性
会
員

本
年
度
純
増
数

６
月
度
純
増
数

本
年
度
退
会
者

本
年
度
入
会
数

６
月
退
会
者

６
月
入
会
数

６
月
末
現
在

年
初（
７
／
１
）

　

通　
　

算　

　

当　
　

月　

例　

会　

数

女
性
会
員

本
年
度
純
増
数

５
月
度
純
増
数

本
年
度
退
会
者

本
年
度
入
会
数

５
月
退
会
者

５
月
入
会
数

５
月
末
現
在

年
初（
７
／
１
）

　

通　
　

算　

　

当　
　

月　

例　

会　

数

第
１
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
１
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
２
グ
ル
ー
プ
（
８
Ｒ
Ｃ
）

第
２
グ
ル
ー
プ
（
８
Ｒ
Ｃ
）

第
３
グ
ル
ー
プ
（
12
Ｒ
Ｃ
）

第
３
グ
ル
ー
プ
（
12
Ｒ
Ｃ
）

第
４
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
４
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
５
グ
ル
ー
プ
（
10
Ｒ
Ｃ
）

第
５
グ
ル
ー
プ
（
10
Ｒ
Ｃ
）

52
Ｒ
Ｃ

52
Ｒ
Ｃ



ガバナー月信　第１3号
201３年10月１日発行

今月の表紙：
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〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町２丁目５番14号　紫雲閣３Ｆ

TEL	（0493）21－2570
FAX	（0493）21－2571
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■ 2012 － 2013 年度「ガバナー月信」の表紙に登場した方々

公共イメージ委員会 内山 明夫
クラブ奉仕部門 山口 茂
会員増強委員会 高柳 育行

米山記念奨学部門 井上 豊
奥田 功次
坂本 優蔵

地区大会実行委員会 上岡 常浩
戸ヶ崎 直司
黒渕 陽夫

職業奉仕部門 細井 保雄
田代 充雄
五十嵐 敦子

国際奉仕部門 新島 修一
岡本 正巳
細川 末廣

ガバナー 鈴木 秀憲
地区幹事 丸岡 章二

ガバナー 鈴木 秀憲

ロータリー財団部門 松本 光司
柴﨑 典一
茂木 聡

社会奉仕部門 木藤 文雄
新井 啓介
小久保 富夫

新世代部門 坂本 元彦
武藤 典夫
宮原 克平
島田 敏郎

ガバナー補佐 竹間 暎
細田 優
平岡 達也
梅沢 茂
前嶋 修身

地区研修委員会 西川 武重郎
野口 健吉
大澤 衞
田中 八束
茂木 正
古屋 一生

（RLI 担当）浅田 進

ガバナー 地区幹事 地区副幹事


